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1 事業の概要 
 

1.1 実施体制 

 
行政機関、高等学校、企業、専門学校四者によるコンソーシアムを構築。「連携プログラム開発協議会」を設立し、高・専一貫プ

ログラムの計画を立案する。 

計画を基に開発プログラム実証授業を開催し、プログラムの検証評価委員会によってプログラムの評価を行う。検証結果を基に

新たな計画に反映させ実証授業を行う。このＰＤＣＡサイクルを有機的に機能させ、実効性・教育効果の高い連携プログラムを開

発する。 
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1.2 事業の趣旨 
 
開発プログラムは「高校生」「専門学校生」はもちろん、高校と専門学校の前後に位置する「中学生」及び「社会人」も包括する。

時系列に見ると、中学と高校の橋渡しとして「高校の魅力発信プログラム」を開発。開発プログラムにより中学生にとっても魅力的

な高校となり、地域課題である高校進学率の向上、高校中退防止に繋げる。次に、高校と専門学校で 5 年かけて学ぶ「高・専一貫

プログラム」を開発。共通目標と一貫したカリキュラムを構築し、県経済をけん引する沖縄の観光産業を支える専門人材を育成す

る。そして、専門学校卒業後も学び続けられる体制づくりとして「観光業界定着プログラム」を開発。離職を減らし、観光業界への

定着率を向上する。卒業生の業界での活躍は高・専一貫プログラムで学ぶ高校生と専門学校生の身近な将来像であり、将来像の

明確化は共通の目標設定や一貫したカリキュラムの重要な要素となる。 

開発プログラムにより沖縄の自然や文化等ソフトパワーを生かした高付加価値の新しいツーリズムが開拓されること、そして、沖

縄の自然や文化を守りながら沖縄が世界から選ばれる持続可能な観光地となることに寄与したい。 
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1.3 令和６年度の活動 

 
1.3.1 令和６年度スケジュール 
 

時期 
連携プログラム開発 

協議会 

高校向け 

実証授業 

プログラム開発 

（オンライン教材） 

（キャリア教材） 

コーディネーター 

業務 

5 月  実証授業   

6 月  カリキュラム開発   

7 月  実証授業  

高校・行政・企業への周知、連携

プログラム開発協議会運営 

連携校、連携企業の開拓 

8 月 第 1 回開催    

9 月     

10 月  実証授業 （キャリア教材）  

11 月 第 2 回開催 実証授業 （キャリア教材） 

（オンライン教材） 

 

12 月  実証授業 （キャリア教材） 

（オンライン教材） 

 

1 月 第 3 回開催 実証授業 （キャリア教材）  

2 月    事業報告書作成 

 

 

 
1.3.2 連携プログラム開発協議会の開催  

 

高等学校、行政、専門学校、企業の四者による高専連携プログラム開発に向けた協議会を発足、プログラム開発に

向けた委員会を開催する。ヒアリング調査の分析、課題及びニーズ整理、開発内容の選定を行う。 

また、開発プログラムの課題整理、導入に向けた手順を整理する。 
 

第１回委員会（８月開催）：今年度スケジュール紹介、開発プログラム概要  

第２回委員会（１１月開催）：実証授業開催報告、開発プログラム紹介  

第３回委員会（１月開催）：今年度成果報告、次年度方向性確認  
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＜連携プログラム開発協議会委員＞ 
 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 大城 圭恵 沖縄県立具志川商業高等学校 教諭 委員 沖縄県 

２ 上里 勝紀 
沖縄県教育庁県立学校教育課 産業教育班 

指導主事 
委員 沖縄県 

３ 立石 公平 
学校法人静岡理工科大学静岡インターナショナル・エア・リゾート

専門学校教務課長 
委員 静岡県 

４ 山城 秀康 株式会社国際旅行社 取締役総務部長 委員 沖縄県 

５ 高橋 俊博 
タピック沖縄株式会社 ユンイチホテル南城 

管理部 戦略人事課長 
委員 沖縄県 

６ 上本 貴史 沖縄ワタベウェディング株式会社 社長室 室長 委員 沖縄県 

７ 金城かおり JAL スカイエアポート沖縄株式会社 地域事業推進室 室長 委員 沖縄県 

８ 永村 勇樹 
学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 事務

局長 
委員長 沖縄県 

９ 田村 明子 
学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 教務

部長 
委員 沖縄県 

10 新里 玲子 
学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 教務

課長 
委員 沖縄県 

11 吉原亜矢子 
学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 教務

課長 
委員 沖縄県 

12 宮城 良之 
学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 就職

担当 
委員 沖縄県 

13 国仲陵太郞 学園本部 経営企画室 支援部 部長 委員 沖縄県 

14 仲宗根 真 学園本部 経営企画室  事務局 沖縄県 

15 玉城 薫 学園本部 地域創生室 委員 沖縄県 

 
1.3.3 実証授業の開催 

 

具志川商業高校にて実証授業を開催（令和５年５月、７月、１０月、令和６年１月予定）  
 

高校１年生向け：１回開催  

高校２年生向け：４回開催  

インターナショナルリゾートカレッジにて実証授業を開催（令和５年１２月予定）  

専門学校生向け：年 1 回開催  

 
1.3.4 プログラム開発  
 

観光分野職業理解ための高校生向けキャリア教育教材制作（50 分授業×3 コマ分）  

キャリア教育のための観光業界周知インタビュー動画制作（5 セット）  
 

1.3.5 コーディネーター業務  
 

連携校・連携企業の開拓、高等学校・行政・企業の橋渡し  
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2 第一回連携プログラム開発検討委員会 
 

令和６年度事業計画の検討、キャリア教育調査、ジョブシャドウイング、実証授業結果報告と検討を行った。 
 

2.1 観光系学生のキャリア教育追跡調査と職業観調査について 
 

①Ｗｅｂ調査について 

Ｑ1、Ｑ２は、「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書（2013）：国立教育政策研究生

徒指導・進路指導研究センター」の調査項目より抜粋し、観光系に進学した学生の高校キャリア教育の追跡調

査を行います。この結果を、令和 6～8 年度文科省事業「高専連携」で実施する、高校に行うキャリア教育プロ

グラムに反映させます。 

Ｑ３は、進路動機に関する調査、Ｑ４は、学生の職業意識調査で、大学や専門学校に進学した学生の差や専

門学校間の差を明らかにします。（資料１参照） 

Ｑ５は、令和 5 年度より沖縄の高校生（具志川商業・南部商業・中部農林）に実施している職業意識調査です。

（国立青少年教育振興機構：「高校生の進路と職業意識に関する国際比較（日本・米国・中国・韓国）調査」の調

査項目より抜粋しています） 

 

②グループ面接調査について 

 大学生（１年生） ３人１グループを、３グループ（計９名）実施（１グループ 30 分） 

 専門学校（１年生） ３人１グループを、３グループ（計９名）を２校実施（１グループ 30 分） 

 

調査対象 

いわゆる「優秀」な学生に偏らないように、ご配慮願います。可能な限り教員から見て目的

意識がはっきりしている学生のグループ、普通の学生のグループ、あまり持っていない学生

のグループで組んでください。 

時期 

３校の調査時期は、夏休み明け（秋）を想定しています。３校の調査は同時期（１ヶ月内）に

行います。 
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観光系学生のキャリア教育追跡調査と職業観（Web 調査項目） 
 

Q1 高校時代、進路や将来の生き方、職業を考える上で役に立った学習や指導は何ですか？当てはまるもの

にチェックをしてください。 
         役に立った  役に立たなかった  受けていない 

1 日々の授業    □   □      □ 

2 クラスの委員会活動や生徒会活動  □   □      □ 

3 部活動     □   □      □ 

4 職場の見学    □   □      □ 

5 職場の就業体験（インターンシップ）  □   □      □ 

6 ボランティア活動    □   □      □ 

7 大学や専門学校へのオープンキャンパス  □   □      □  

8 大学や専門学校への体験入学   □   □      □ 

9 社会人や職業人の講話・講演   □   □      □ 

10 大学や専門学校の先生の講話・講演  □   □      □ 

11 卒業生の話し    □   □      □ 

12 先生の話し    □   □      □ 

13 学ぶことや働くことの意義の授業   □   □      □ 

14 自分の個性や適正を見つめる学習  □   □      □ 

15 卒業後の進路（就職・進学）相談   □   □      □ 

16 将来の職業選択や人生設計   □   □      □ 

17 大学や専門学校の合格可能性   □   □      □ 

18 社会人のマナーや常識   □   □      □ 

 

Q２ 高校時代、進路や将来の生き方、職業を考える上で、指導して欲しかった・受けたかった授業は何です

か？当てはまるものにいくつでもチェックしてください。 
          指導して欲しかった・受けたかった授業 

1 実際の企業で働く人の様子を近くで見たかった（職場見学）   □ 

2 実際の企業の中で、一緒に働いてみたかった（就業体験）   □ 

3 社会人や職業人の講話・講演が聞きたかった    □ 

4 大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった   □ 

5 卒業生の話しが聞きたかった     □ 

6 学ぶことや働くことの意義や意味を考える授業    □ 

7 自分の個性や適正を見つめる授業    □ 

8 卒業後の進路（就職・進学）相談     □ 

9 将来の職業選択や人生設計の方法が知りたかった   □ 

10 社会人としての常識やマナー     □ 

11 大学や専門学校の教育内容や特色の比較の仕方   □ 

12 産業のしくみや世の中の仕事の種類    □ 

13 働くことのつらさやよろこび     □ 
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Ｑ３ 現在の観光系の大学・専門学校で学ぼうと思った理由を教えてください。当てはまるものにいくつでもチェ

ックしてください。 

 
1 観光の勉強をしたかったから   □ 

2 歴史や文化の勉強をしたかったから  □ 

3 希望する職業に就きたかったから   □ 

4 語学を身に付けたかったから   □ 

5 ホスピタリティを身に付けたかったから  □ 

6 留学をしたかったから   □ 

7 観光業界は将来性があるから   □ 

8 自分の長所が生かせそうだから   □ 

9 高校の先生の勧めで    □ 

10 自分に学力に合っていたから   □ 

11 第一志望の進学先に落ちたから   □ 

12 その他     □ 

 

Q4 現在、就職を希望している業界を教えてください。当てはまるものにいくつでもチェックしてください。 

 
1 宿泊業界（ホテル・旅館など）   □ 

2 旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）  □ 

3 ブライダル業界    □ 

4 航空業界（ＣＡ、ＧＳ、ＧＨ[グランドハンドリング]など） □ 

5 語学を使う仕事    □    

6 スポーツ・レジャー・エンターテイメント業界  □ 

7 ツアーガイド    □ 

8 公務員・団体職員    □ 

9 観光業界にこだわっていない   □ 

10 まだ考えていない    □ 

 

Ｑ５ あなたは、現在自分には下のような力がどのくらいあると思いますか。それぞれの力について当てはまるところ

にチェックをつけてください。 

 

※以下の項目をとてもある、まあある、あまりない、全くないの４段階でチェック 
 

1.人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力  

2.目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力   

3.言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力  

4.目標を達成するために解決すべき問題を見つける力    

5.目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力   

6.解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力    

7.自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力  

8.人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力   

9.自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力 

10.グループロの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する 力     

11.集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力   

12.自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力    

13.学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力   

14.自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力    

15.伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力    
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②観光系学生のインタビュー調査基本項目（グループ面接） 
１．高校時代、進路や将来の生き方、職業を考える上で役に立った学習や指導、体験は何ですか？ 

 例）自己分析、オープンキャンパス、先生の進路相談、職場見学、職業人講話など 

  

 

 

 

 

2.高校時代、進路や将来の生き方、職業を考える上で時間を取って欲しかったことは何ですか？ 

 例）自己分析、オープンキャンパス、先生の進路相談、職場見学、職業人講話など 

 

 
3.ジョブ・シャドーイング（職場見学）をするとしたら、どんな職場のどんな職業の人を観察したいですか？ 

※ジョブ・シャドーイング：２時間程度、学びの対象の人（ロールモデル）の「行動」「態度」「言動」「対応」「現

場の雰囲気」を影のように間近で観察し、「仕事の内容や意義」「自分に足りない能力」に気づき学ぶこと 

 

 

 

 

 

4.インターンシップ（就業体験）をするとしたら、どんな職場のどんな仕事をどのくらい（期間）、体験したいです

か？ 

 

 

 

 

5.今、あなたが自覚している、仕事をする上で特に足りないと思う能力は何ですか。３つ選んでください。 
1.人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力 

2.目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力 

3.言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力 

4.目標を達成するために解決すべき問題を見つける力 

5.目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力 

6.解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力 

7.自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力 

8.人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力 

9.自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力 

10.グループロの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する力 

11.集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力 

12.自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力 

13.学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力 

14.自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力 

15.伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力 
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2.2 職場見学・職場体験・インターンシップなどの問題点とキャリア教育効果について 
 

①受入側（企業）・体験側（学生生徒）・コーディネート側（教員）の目的のミスマッチ 

大学インターンシップの例 

企業側視点（東京大学社会科学研究所 2014） 

①新卒採用効果（56％） 

②従業員の指導力育成効果（42％） 

③会社の認知度向上（40％） 

④職場の活性化（38％） 

 

学生側視点（リクルート調査 2024） 

①業界・企業・職種理解が深まった（79％） 

②自己分析を深まった（48％） 

③就活の予行練習（45％） 

④社会人とのコミュニケーションに慣れた（32％） 
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②高校生の職業観形成効果（高校生の職業形成におけるインターンシップの効果：信州大学大学院ほか 2007） 

 

 もっとも自分に変化があったのはどれですか（ひとつ選択） 

 
 

 

企業：従業員の指導力、従業員のモチベーションを向上させるプログラム 

高校生：自分を振り返り、自己成長計画を立て実行できるプログラム 
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2.3 高校生の職業意識に関する調査（前期） 
 

2.3.1 調査の目的 
 

令和 5 年度「沖縄・観光分野における有機的高専連携プログラム開発・実証事業」の教育効果測定をするために、

高校生の職業意識がプログラム前後の変化を調査する。また、独立行政法人国立青少年教育振興機構「高校生の進

路と職業意識に関する調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」の調査項目を一部取り入れ、全国の高校生と比

較する。 
 

2.3.2 調査方法等 
 

 南部商業高校 具志川商業高校 国立青少年教育振興機構 

調査時期 2023 年 7 月/2 月 2023 年 7 月/2 月 2022 年 9～2023 年 1 月 

有効回答数 23/ 36/ 4822 

調査方法 集団質問紙法 集団質問紙法 集団質問紙法 

調査地域 - - 全国 21 地域 28 校 

 

2.3.3 調査対象基本属性 
 

 南部商業高校 具志川商業高校 国立青少年教育振興機構 

男女比 男 4% 

女 96% 

男 0％ 

女 100% 

男 47% 

女 50% 

学年 1 年：0％ 

2 年：100％ 

3 年：0％ 

1 年：0％ 

2 年：100％ 

3 年：0％ 

1 年：38.8％ 

2 年：31.4％ 

3 年：29.5％ 

 

 

2.3.4 南部商業・具志川商業高校プログラム前調査 

 南部商業高校 

日時 7 月 10 日  

  対象 観光コース 2 年生 

  人数 23 名（男 1 女 22） 

 具志川商業高校 

日時 7 月 20 日  

  対象 リゾート観光科 2 年生 

  人数 36 名（男 0 女 36） 
 

  



  2 第一回連携プログラム開発検討委員会 
 

12 
 

2.3.5 将来の生き方や進路についての保護者との会話 
 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」と回答した割合は約 8 割だ

った。また、全国と比較すると「よく話し合っている」が低かった。 

※全国データは、高校２年生のデータ 

 

 

将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

2.3.6 将来希望する職業を決めているか 
 

将来希望する職業を、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合は約 3 割だった。全国の半数以

上（52.2％）に対し低かった。 

※全国データは、高校２年生のデータ 

 

 

 
将来希望する職業を決めているか  

4.5%

5.6%

18.5

27.3%

25.0%

33.7

45.5%

55.6%

33.7

22.7%

13.9%

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国（高２）

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない

将来仕事に就きたいとは思わない

13.6%

16.7%

21.9

63.6%

61.1%

60.9

22.7%

19.4%

13.7

2.8%

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国（高２）

よく話し合っている ときどき話し合っている

あまり話し合っていない ほとんど話し合っていない
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2.3.7 「仕事」「働くこと」のイメージ 
 

「楽しい」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると多い。南部商業は、「あまりそう思わない」「全くそう思わな

い」が 34.7％で、全国（24.1％）より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

 

「苦しい」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると多かった。南部商業は「とてもそう思う」が多く、具志川商

業は「とてもそう思う」が少なかった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」 

  

26.1%

22.2%

18.5%

39.1%

52.8%

57.3%

30.4%

25.0%

21.5%

4.3%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

34.8%

11.1%

22.5%

47.8%

72.2%

65.4%

13.0%

16.7%

10.9%

4.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「やりがいがある」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると多かった。南部商業は、「あまりそう思わない」が

13.0％だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

 

「つまらない」について、南部商業は、「まあそう思う」が 3 分の 1（34.8％）だった。具志川商業は 8.3％で少なく、

「あまりそう思わない」「全くそう思わない」が 9 割を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 

 

  

60.9%

61.1%

49.4%

26.1%

36.1%

44.3%

13.0%

2.8%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

2.8%

34.8%

8.3%

21.1%

43.5%

61.1%

58.4%

21.7%

30.6%

17.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「生活のため」について、「とてもそう思う」が全国より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

 

「社会人としての義務」について、「とてもそう思う」が多く、具志川商業は 50％だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 

  

73.9%

77.1%

69.3%

26.1%

20.0%

28.1% 1.8%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

43.5%

50.0%

36.6%

39.1%

44.4%

48.3%

17.4%

5.6%

13.2%1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 

 

南部商業は、「生活のため」、「やりがいがある」「社会人としての義務」「苦しい」「楽しい」という順番で全国と同じだ

った。具志川商業は、「楽しい」が「苦しい」を上回った。南部商業の、「苦しい」は全国の 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 

 

  

26.1%

34.8%

60.9%

73.9%

43.5%

22.2%

11.1%

61.1%

77.1%

50.0%

18.5%

22.5%

49.4%

2.8%

69.3%

36.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

楽しい

苦しい

やりがいがある

つまらない

生活のため

社会人としての義務

南部商業 具志川商業 全国
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2.3.8 職業を選ぶにあたって重視すること 
 

「収入」について、「とても重要」が全国（55.9％）と比較すると多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

 

「社会的地位」について、南部商業は「とても重要」が 21.7％で全国（8.8％）と比較すると 2.4 倍多かった。「とて

もそう思う」「まあそう思う」は全国より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 

  

21.7%

8.6%

8.8%

39.1%

57.1%

47.6%

30.4%

28.6%

39.3%

8.7%

5.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない

69.6%

61.1%

55.9%

30.4%

38.9%

41.2% 2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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「安定性」について、南部商業は「とても重要」が 78.3％で全国（67.7％）と比較すると多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、「とても重要」が全国（22.5％）と比較すると多かった。南部

商業は、「やや重要」と合わせると 87.0％になり、全国（72.3％）と比較して多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」 

 

  

78.3%

60.0%

67.7%

17.4%

37.1%

29.8%

4.3%

2.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない

34.8%

28.6%

22.5%

52.2%

45.7%

49.8%

13.0%

25.7%

26.0% 1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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「自分の興味や好みに合っていること」について、「とても重要」は全国と比べ低かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、「とても重要」が全国（38.0％）と比較して半分以下だった。また、「あまり

重要でない」は全国の 3 倍以上だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 

 

 

  

60.9%

54.3%

63.8%

30.4%

40.0%

31.3%

4.3%

5.7%

4.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない

17.4%

11.4%

38.0%

47.8%

51.4%

49.6%

34.8%

37.1%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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「能力を発揮できること」について、「とても重要」が 6 割を超え、全国（42.2％）と比較して 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、「とても重要」が 7 割を超え、全国（44.9％）と比較して 1.5

倍を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
 

職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 

 

  

65.2%

60.0%

42.2%

26.1%

31.4%

47.6%

8.7%

5.7%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない

73.9%

71.4%

44.9%

17.4%

25.7%

41.1%

8.7%

2.9%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とても重要」が全国より高かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、「とても重要」が全国（23.4％）の 2 倍以上だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 

  

52.2%

45.7%

23.4%

30.4%

20.0%

45.8%

17.4%

34.3%

27.7% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない

73.9%

82.9%

71.5%

21.7%

14.3%

26.5%

4.3%

2.9%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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「勤務地の場所」について、南部商業は「とても重要」が 47.8％だった。具志川商業とともに、「やや重要」と合わせ

ると 9 割を超えた。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 

職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 

  

47.8%

37.1%

35.9%

43.5%

54.3%

46.6%

8.7%

8.6%

15.6% 1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とても重要 まあ重要 あまり重要でない 全く重要でない
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職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合 
 

南部商業は「安定性」が一位、具志川商業は「働きやすいこと」が一位だった。「社会や人の役に立つ」「能力を発揮

できる」項目が全国の 1.5 倍高く、「働く時間を自由に決める」は全国を大きく下回った。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要」と回答した割合  

69.6%

21.7%

78.3%

34.8%

60.9%

17.4%

65.2%

73.9%

73.9%

52.2%

47.8%

61.1%

8.6%

60.0%

28.6%

54.3%

11.4%

60.0%

71.4%

82.9%

45.7%

37.1%

55.9%

8.8%

67.7%

22.5%

63.8%

38.0%

42.2%

44.9%

71.5%

23.4%

35.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

収入

社会的地位

安定性

仕事のやり方

興味や好みに合う

働く時間を自由に決める

能力を発揮できる

社会や人の役に立つ

働きやすいこと

新しいことにチャレンジできる

勤務地の場所

南部商業 具志川商業 全国



  2 第一回連携プログラム開発検討委員会 
 

24 
 

2.3.9 希望する勤務地 
 

「希望する勤務地」について、「今住んでいる市町村」は低く、「県内の市町村」が高かった。県内就職を 6 割以上が

希望しており全国と比較して県内志向が強い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

希望する勤務地 

  

9.0%

2.8%

22.1%

63.6%

58.3%

37.4%

27.3%

30.6%

40.5%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

今住んでいる市町村 県内の市町村 県外 海外
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2.3.10 仕事に関する意識・考え 
 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、「とてもそう思う」が具志川商業 47.2％、南部商業 34.8％

で、全国（20.5％）と比較して多い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」が南部商業 52.2％、具志川商業 45.7％

で、全国（31.3％）と比較して多い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

若いうちはいろいろな仕事を経験したい 

 

  

34.8%

47.2%

20.5%

52.2%

41.7%

55.1%

13.0%

11.1%

22.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

52.2%

45.7%

31.3%

34.8%

34.3%

40.8%

13.0%

20.0%

24.8% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 65.2％、具志川商業

57.1％で、全国（49.0％）より多かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 47.8％で、全国

（30.7％）の 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 

 

  

65.2%

57.1%

49.0%

26.1%

28.6%

36.2%

4.3%

14.3%

13.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

47.8%

28.6%

30.7%

30.4%

57.1%

50.7%

21.7%

14.3%

17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 26.1％、具志川商業 28.6％だった。「まあ

そう思う」を合わせると両校約 40％で、全国（17.7％）の 2 倍以上だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

自分の会社や店を作りたい 

 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思う」が南部商業 59.1％、具志川商業

42.9％で、全国（26.7％）を大きく上回った。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

学歴より技術や技能を身につけることが大事だ 

  

26.1%

28.6%

6.0%

13.0%

14.3%

11.7%

47.8%

40.0%

43.6%

13.0%

17.1%

38.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

59.1%

42.9%

26.7%

40.9%

48.6%

51.8%

8.6%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 60.9％、具志川商業

48.6％だった。全国（26.8％）を大きく上回った。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

 

「地元で仕事や生活をしたい」について、「とてもそう思う」が南部商業 39.1％で、全国（18.0％）の 2 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

地元で仕事や生活をしたい 

  

60.9%

48.6%

26.8%

34.8%

40.0%

48.5%

4.3%

11.4%

22.1% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

39.1%

20.0%

18.0%

26.1%

48.6%

39.1%

21.7%

22.9%

34.4%

13.0%

8.6%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、「とてもそう思う」が両校約 60％で、全国（41.2％）の 1.5 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

「できるだけ高い地位につきたい」について、「とてもそう思う」が両校約 20％で、全国（8.3％）の 2.5 倍だった。

「まあそう思う」を含めると具志川商業で 6 割近かった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

できるだけ高い地位につきたい 

 

  

60.9%

57.1%

41.2%

26.1%

37.1%

44.9%

8.7%

5.7%

11.6%

4.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

21.7%

20.0%

8.3%

17.4%

37.1%

34.5%

43.5%

42.9%

46.9%

17.4%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思う」が南部商業 43.5％で、全国

（22.6％）の 2 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 
 

よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

 

「望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ」について、「全くそう思わない」が南部商業 43.5％で、全国

（21.4％）の 2 倍だった。一方、「とてもそう思う」が 13.0％で全国（2.9％）と比較して 4 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
 

望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ 

 

  

43.5%

25.7%

22.6%

39.1%

51.4%

45.4%

13.0%

22.9%

28.5%

4.3%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

13.0%

11.4%

2.9%

17.4%

28.6%

23.3%

26.1%

45.7%

51.7%

43.5%

14.3%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部商業

具志川商業

全国

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 
 

両校の共通の特徴として、全国と 2 倍以上の差がある項目は、「自分の会社や店を作りたい」、「望む仕事につけなくても、

がまんして働くべきだ」、「できるだけ高い地位につきたい」だった。 

約 1.5 倍以上の差がある項目は、「やりたいことに困難があっても挑戦したい」、「若いうちはいろいろな仕事を経験した

い」、「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」、「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」だった。 

「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」「社会に役立つ仕事をしたい」は全国より高かった。 

 

 
 

仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 

34.8%

52.2%

65.2%

47.8%

26.1%

59.1%

60.9%

39.1%

60.9%

21.7%

43.5%

13.0%

47.2%

45.7%

57.1%

28.6%

28.6%

42.9%

48.6%

20.0%

57.1%

20.0%

25.7%

11.4%

20.5%

31.3%

49.0%

30.7%

6.0%

26.7%

26.8%

18.0%

41.2%

8.3%

22.6%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

やりたいことに困難があっても挑戦したい

若いうちはいろいろな仕事を経験したい

暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい

仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい

自分の会社や店を作りたい

学歴より技術や技能を身につけることが大事だ

周りに反対されても自分がやりたいことをしたい

地元で仕事や生活をしたい

社会に役立つ仕事をしたい

できるだけ高い地位につきたい

よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい

望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ

南部商業 具志川商業 全国
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2.4 小禄高校の進路希望に関する調査（他事業調査分） 
 

小禄高等学校 職業講話 

日時 令和 6 年 6 月 28 日（金）午後２コマ 

 対象 沖縄県立小禄高等学校 情報ビジネス科 ３年生 

 人数 34 名（男 16、女 17、無回答 1） 

 講師 ＫＢＣ学園 花城奈美子 

 内容 「面接試験対策講座」 

 

2.4.1 生徒アンケート結果 

質問 「あなたは今、希望する職業を決めていますか。」（平均 4.2） 

 
 

質問 「あなたが今、興味のある職業は何ですか？当てはまるものの番号に３つ○をつけてください。」 

 

 
  

13 15 5 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はっきり決めている おおよそ決めている まだ決めていない まだ考えていない

0 2 4 6 8 10 12

公務員（国・県・市町村）

ＩＴ関係（プログラマー・ＳＥ）

銀行・保険関係

web/動画クリエイター

起業したい

ホテル・ブライダル関係

会社員（営業・総務・経営）

保育士

スーパー・専門店・小売店

学者・研究者

警察・消防・自衛官

その他・税理士

マスコミ・通信関係

建築関係

製造技術者

ガス・電力関係

興味のある職業・３つ回答（34名）
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質問 「今後、授業で取り上げて欲しい仕事内容や職業に必要なことなどがあれば自由に書いてください。」 

 

＜キャリア形成に関わること＞ 

自分に合った仕事・職業の見つけ方  7 

起業の仕方    3 

収入が高いなど様々な仕事   1 

転職について知りたい   1 

 

＜仕事のノウハウ＞ 

電話対応     5 

マナー・接遇・座り方・服装  3 

話し方     1 

読みやすい字の書き方   1 

 

＜面接対策＞ 

面接で質問の答え方   4 

自己ＰＲの仕方    1 

 

＜業界に関すること（詳しく知りたい）＞ 

金融     2 

旅行・空港    2 

医療・福祉    2 

食品     1 

ＩＴ     1 

 

＜職種に関すること（詳しく知りたい）＞ 

経理     1 

営業     1 
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2.5 委員意見 
 

・対象校が中部商業高校、具志川商業高校、南部商業高校だが、観光コースのある浦添商業高校にも「このよ

うな授業ができますよ」という形で負担のない範囲内で導入を検討したい。 

 

・先日、事前となる「キャリア教育のすすめ」にあたり、企業の代表として高校生に講話を行った。事前準備は非

常に大事だと思っている。 

 

・何かがきっかけとなり、それが自分にとって大事だと分かる段階があり、次に職業を選ぶために自分が何をす

ればよいかを考える。ネットで調べればよいか、先生に聞けばよいのか。そういえばインターンシップがあるっ

て言っていたな。といった感じで連動していくプログラムが必要だと思っている。 

 

・私たちが高校で行う講話も「仕事の大切さ」だけの話ではなく、その後の進め方やインターンシップ後、もしもう

１度行けるとしたら何が必要だと感じたかといった形で、小さな火種を大きな炎にしていく、１度ついた火を消

さないといった部分が大切かなというイメージを持っている。 

 

・インターンシップやジョブシャドウイングの期間によって学んでくることも違う。やはり送り出す側の事前指導に

よって、何を学んでくるものかを明確化していく。インターンシップを通し生徒たちに何を学んでほしいかを明

確化していくことが重要かと思う。 

 

・コロナ禍が明けて、インターンシップの再構築を行っている。コロナ禍前でいうと事前学習に３コマ程度とって

いた。事前学習用の冊子を作り、言葉使い、会社での過ごし方、得た情報、配られたプリントなどの処理、仕事

後に先輩らと食事に行った際にお客様について話をしないといった会話内容といったさまざまな内容で事前

学習を行っている。個人面談では目標シートを作り、インターンシップでつけたい力などの目標を記入して、

人事を通して現場のマネージャーに渡してもらっている。 

 

・昨年度までいた那覇商業高校では２年生の全クラスで一学期は全てインターンシップに向けて行っていた。立

石委員からもあったよう、冊子を作り、マナーや挨拶の方法、メモの取り方など全般を７月の開始に合わせて、

だいたい５月から実施していた。課題研究という授業が多い学科で週二時間、少ない学科でも一時間あった

ので、この時間で準備する。来年からはインターンシップが全校必須でなくなる。選択になるので普通高校は

少なくなると思う。 
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・普通高校についてはわからないが、商業高校なのでマナー等は行う。高校生が一番ショックを受けてくるのは

「仕事内容」である。思っていたものと違う、本当に忙しいという点を肌で感じてくる。とても良いことだと思う。

受け入れる大人も理想と現実はしっかりさせ、ウェルカムではなく、しっかりとした気持ちを持って、子どもたち

にはインターンシップに臨ませることが良いと思う。 

 

・多くの受け入れを行っているホテルだと思う。プログラムがセット化しているところがあり、私が中心に行ってい

る。高校生をすぐに現場へ入れることはせず、はじめに説明を行う。フロントはジョブシャドウウイングで忙しい

様子を見せてもらう、レストランでは就業体験をしてもらう、できればこのような仕事をしている様子を見せて

ほしい、といった点を含めて対応している。終了後も私が振り返りを行う「インターンシップパック」といったな

かでフォローはできていると思う。 

 

・以前、西原高校で行ったアンケートで観光系を希望する子が 145 名中 2 名しかいないという衝撃的な結果を

聞いたが、今回も同じような結果が出ていた。給与、所得面を上げていくことも同時にやらないといけない。ま

た、そういった意識を向けてもらえるように頑張らないといけないことを改めて思った次第である。 

 

・観光業界へ行きたがらない様子を身に迫るように感じている。先日も小学校でマナー講習を頼まれ、とにかく

楽しそうな大人を演じた。「なぜいつもニコニコしているのだろう」といった感じの部分をとにかく伝え続ける。

インターンシップに来た学生にも必ずこの仕事のよいところ、お客様の笑顔のお手伝いをする仕事だから、世

界一楽しい仕事であること、平日は映画館に並ばず観られるといった土日が休みでないことは悪いことでは

ない、といった言葉を変えながら伝えている。 

 

・アンケートの結果より、企業と学生の思惑がこのように違う所がある点が参考になった。また 34 名中 10 名

ほどが公務員やＩＴといったなかで、旅行が残っていてよかったと思った。なぜ公務員が 1番にあるのか、ＩＴな

のかといった彼らの持っている情報はどこで蓄積し、このアンケート結果になったのか興味を持った。 

 

・初めて参加したが素晴らしいプログラムと思った。特に授業のコンテンツが充実しており、私も那覇商業高校に

いたらやりたかったと思う。嬉しかったのは「キャリア教育」という言葉が出ていたことが本当に印象的であっ

た。 

 

・私自身も商業高校出身なので、ぜひこのプログラムを広げ、観光に従事する人材を育てたいと思った。これま

でに１年間ではあるが、ホテルの予約課で働いていた。結構華やかで楽しかったことを授業でも話をしていた。

第二回も楽しみにしている。 
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3 第二回連携プログラム開発検討委員会 
 

実証授業結果報告、職業イメージ変容調査報告、職場見学実施報告、観光系学生キャリア教育調査報告と検討、

キャリア教育に関する意見交換を行った。 
 

3.1 具志川商業高等学校 職業イメージ変容調査 
 

3.1.1 実施概要 

日時 令和 6 年 10 月 16 日  

 対象 沖縄県立具志川商業高等学校リゾート観光科 ２年生 

 人数 34 名 

 講師 インターナショナルリゾートカレッジ 

内容 語学を活用する仕事について 

 

3.1.2 語学を活用する仕事に関する、興味度と理解度 

 

3.1.3 「この仕事に興味がありますか？/興味をもちましたか？」 

「大変興味をもつ」生徒が 9 人から 13 人（1.4 倍）になった。興味関心度は、20pt から 34ｐｔに上昇した。（R5 の

同コース生徒の興味関心度は 40pt） 
興味関心度は「大変興味がある/大変興味をもった」を 2 点、「やや興味がある/やや興味をもった」を 1 点、「興味がない/興味をもたなかった」を

－１点とし、回答数を乗じた。 

 
図 1 この仕事に興味がありますか？/興味をもちましたか？ 
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3.1.4 「仕事内容を友達や後輩に説明できますか？」 

説明できなかった生徒が 16 人いたが、1 人になった。よく説明できる、だいたい説明できる生徒が 4 人から 17 人

になった。理解（説明）度は、20pt から 50pt に上昇した。（R5 の同コース生徒の理解度は 63pt）。 
理解（説明）度は「よく説明できる」を 3 点、「だいたい説明できる」を 2 点、「少し説明できる」を 1 点とし回答数を乗じた。 

 

 
図 2 仕事内容を友達や後輩に説明できますか？ 

 

 

3.1.5 「仕事に必要な能力を友達や後輩に説明できますか？」 

説明できなかった生徒が 11 人いたが、0 人になった。よく説明できる、だいたい説明できる生徒が 8 人から 18 人

になった。理解（説明）度は、31pt から 54ｐｔに上昇した。（R5 の同コース生徒の理解度は 68pt）。 
理解（説明）度は「よく説明できる」を 3 点、「だいたい説明できる」を 2 点、「少し説明できる」を 1 点とし回答数を乗じた。 

 
図 3 仕事に必要な能力を友達や後輩に説明できますか？ 
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3.1.6 語学を活用する仕事のイメージの変容 

 

「自分にとって楽しく働けそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブな意見を持つ生徒が 19 人から 21 人に増えた。職業イメージ度は、21pt から 24ｐｔに変化した。 
職業イメージ度：「大変そう思う」を 2 点、「そう思う」を 1 点、「どちらでもない」を 0 点、「そう思わない」を-1 点、全く思わないを-2 点とし回答数

を乗じた。 

 

図 4 自分にとって楽しく働けそうだ 

 

「収入が安定してそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブな意見を持つ生徒が 23 人から 20 人に減少した。 

職業イメージ度は、25pt から 25ｐｔに変化した。 

 
図 5 収入が安定してそうだ 
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「体力が必要そうだ」（前 34 後 30） 

大変そう思う生徒が 12 人から 8 人に減少した。 

職業イメージ度は、32pt から 28ｐｔに変化した。 

 
図 6 体力が必要そうだ 

 

「忙しそうだ」（前 34 後 30） 

「大変そう思う」「そう思う」というイメージを持つ生徒が 33 人から 26 人に減少した。 

職業イメージ度は、49ｐｔから 36pt に変化した。 

 
図 7 忙しそうだ 
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「給料が高そうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が前後とも 23 人だった。 

職業イメージ度は、27pt から 31ｐｔに変化した。 

 
図 8 給料が高そうだ 

 

 

「私生活とのバランスがとれそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 11 人から 18 人に増加した。 

職業イメージ度は、12pt から 19ｐｔに変化した。 

 
図 9 私生活とのバランスがとれそうだ 
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「歳をとっても働けそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒は前後とも 24 人だった。 

職業イメージ度は、29pt から 30ｐｔに変化した。 

 
図 10 歳をとっても働けそうだ 

 

 

「やりがいがありそうだ」（前 34 後 30） 

大変そう思う生徒が 32 人から 29 人に減少した。 

職業イメージ度は、46pt から 45ｐｔに変化した。 

 
図 11 やりがいがありそうだ 
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「世の中のためになりそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 31 人から 28 人に減少した。 

職業イメージ度は、46pt から 43ｐｔに変化した。 

 
図 12 世の中のためになりそうだ 

 

 

「自分の能力が生かせそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が前後とも 20 人だった。一方、ネガティブなイメージを持つ生徒が 6 人から 3 人に

減少した。 

職業イメージ度は、24pt から 27ｐｔに変化した。 

 
図 13 自分の能力が生かせそうだ 
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「専門的な知識がいりそうだ」（前 34 後 30） 

大変そう思う生徒が 19 人から 17 人に減った。 

職業イメージ度は、48pt から 45ｐｔに変化した。 

 
図 14 専門的な知識がいりそうだ 

 

 

「失業の心配がなさそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 17 人から 16 人に減少した。一方、ネガティブなイメージを持つ生徒が 5 人から

6 人に増加した。 

職業イメージ度は、17pt から 16ｐｔに変化した。 

 
図 15 失業の心配がなさそうだ 

  

19

17

11

11

3

2

1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前

後

大変そう思う そう思う どちらでもない そう思わない 全く思わない

6

6

11

10

12

8

4

6

1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前

後

大変そう思う そう思う どちらでもない そう思わない 全く思わない



3 第二回連携プログラム開発検討委員会 
 

44 

 

「危険が少なく安全に働けそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 16 人から 18 人に増えた。 

職業イメージ度は、14pt から 21ｐｔに変化した。 

 
図 16 危険が少なく安全に働けそうだ 

 

 

「規則や規律が厳しそうだ」（前 34 後 30） 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 18 人から 16 人に減少した。 

職業イメージ度は、23pt から 19ｐｔに変化した。 

 
図 17 規則や規律が厳しそうだ 
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「競争率が高く就職しにくそうだ」（前 34 後 30） 

「大変そう思う」「そう思う」は 18 人から 12 に減った。 

職業イメージ度は、19pt から 10pt に変化した。 

 
図 18 競争率が高く就職しにくそうだ 
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「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目 

講義後、語学を活用する仕事に持つ職業イメージとして 50％以上（15 人以上）が選んだのは、「専門的な知識がいり

そうだ」「やりがいがありそうだ」「世の中のためになりそうだ」だった。 

「私生活とのバランスがとれそうだ」は 20％以下（6 人以下）だった。 

 
図 19 「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目（R６年度） 
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R５年度の生徒（35 人）と比較すると、50％以上（17 人以上）が選んだ項目は変わらなかったが、順位が、「世の中の

ためになりそうだ」「やりがいがありそうだ」「専門的な知識がいりそうだ」で、１位と３位が入れ替わった。 

 
図 19 「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目（R５年度） 
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講義前後での職業イメージ変容度 

職業イメージが大きく変容した項目グループは、「危険が少なく安全に働けそうだ」「私生活とのバランスがとれそうだ」

だった。（思っていたより安全に働け、私生活とのバランスがとれそうだと感じている） 

職業イメージがマイナスに変化した項目グループは、「忙しそうだ」「競争率が高く就職しにくそうだ」だった。（思ってい

たより、忙しくなく、競争率も高くないと感じている） 

 
図 20 職業イメージ変容度（R6 年度） 
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R５年度の生徒（35 人）と比較すると、職業イメージが大きく変容した項目グループは、「危険が少なく安全に働けそう

だ」「体力が必要そうだ」だった。（思っていたより安全に働け、体力が必要そうだと感じている） 

職業イメージがマイナスに変化した項目グループは、「競争率が高く就職しにくそうだ」だった。（思っていたより、競争

率が高くないと感じている） 

 

 
図 20 職業イメージ変容度（R５年度） 
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3.1.7 今日の講義・講話の中で『はじめて知ったこと、はじめて聞いたこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

ギリシャでは、「ストップ」のハンドサインが「くたばれ」という意味になる。 

-- 

高校時代にやっておくことを知れた。 

-- 

セブ島への留学はコスパがよく行きやすい。専門学校を出たら専門士の資格がとれる。 

-- 

語学・留学のお仕事が減ってきている。 

-- 

色んな国のルール 

-- 

海外でやっちゃダメなハンドサインなど 

-- 

国によって、やってはいけないことやマナーなどが全然違くて、行く機会があればちゃんと調べて気をつけて。 

-- 

それぞれの国の NG だったり、語学を活かせる職業がどのようなのがあるか、はじめて知りました。 

-- 

はじめて知ったのは、留学とかで考えるとコスパ NO１のフィリピンのセブが一番いいということを知りました。 

-- 

留学先人気 NO１はカナダ・バンクーバー、コスパ NO１はフィリピン・セブ 

-- 

語学をきわめたいと思ったので、専門学校でりゅうがくに行ったほうがいいのと、スキルもみがけることが分り

ました。 

-- 

留学先人気 NO１ バンクーバー。留学先コスパ NO１ フィリピン・セブ。 

-- 

留学の中でホームステイや寮などがあること 

-- 

パイロットやマーシャラーでも英語が必要だと分りました。また、留学ではその国の文化や習慣が学べると知

りました。 

沖縄はハワイよりも観光客が多い。 

-- 

私たち日本人があまりふれない違う言語なので、お仕事も全部かたくるしいのかなと思ったけど、どの仕事も

人とのかかわりが沢山あり、たのしそーだとおもった。 

-- 

おもっていたより人と関わる仕事だった。 

-- 

自己管理と国語力を高めることが今の自分に必要だなと思いました。 

-- 

留学はカナダでバンクーバーが１位とはじめてわかりました。 

-- 

英語や語学でも沢山の仕事があることがわかった。 

-- 

語学はこれからの社会に可能性を広げる職業 

-- 

語学学校の特色、得意分野をしったり学生に関する情報をしることができた。 

-- 

外資系のお仕事とかは英検とかが必要なことが分りました。  
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3.1.8 今日の講義・講話の中で『特に印象に残ったこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

実際の留学の映像を見てとっても楽しそうだと思った。 

-- 

留学に関することを沢山しれて、留学にかかる費用も知ることができた。 

-- 

これからは英語が使える人が重宝される。 

-- 

他の国の異文化理解が大切 

-- 

留学の動画 

-- 

留学のこと、おすすめの場所、どんな人が留学しているか 

-- 

コスパがいい国→フィリピンのセブ 

-- 

高校のうちでやっておいた方がよいことが聞けて、今、自分が普段の生活で意識できていないことが沢山あ

るなと実感させられました。 

-- 

留学する際に自分の英語のレベルを確認できるということ。 

-- 

英語力のほかにも留学やインターンシップなどの体験と自分から興味関心をもつことと、英語力に＋αのもの

があるといい。（中国語、ワープロ、秘書検定など） 

-- 

高校でやっておいたほうがいいこと。自己管理、国語力を高める、経験、基礎学力 

-- 

留学を通して英語力が上がり、それを生かした職業がたくさんある。 

-- 

海外留学も楽しそうだと思った。 

-- 

じっさいに留学した人の現地の動画をみてすごくたのしそー。行ってみたいと興味がわいた。 

-- 

語学・留学の仕事は思っていたよりたくさんの仕事があってたのしそうだ。 

-- 

語学はいろんなお仕事に使うことができるのが印象にのこりました。 

-- 

自分に合った心理テスト 

-- 

相手の文化・週間に対する理解力が必要になること。 

-- 

将来のためにしておいてほうがいいこと。自己管理、国語力、経験、チャレンジ、労力 

-- 

留学の話しでどこが一番いいかとかを話したのが一番印象に残りました。 

-- 
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3.1.9 話を聞いてみたい仕事や職業 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

パイロット、通訳 

-- 

貿易、外資系企業 

-- 

ホテルスタッフ 

-- 

保育士 

-- 

教員、公務員 

-- 

保育士、エステ 

-- 

グランドスタッフ 

-- 

ホテルマン 

-- 

翻訳、エステ、美容系 

-- 

保育士 

-- 

グラフィックデザイナー 

-- 

CA 

-- 

自分は女なので産休などをとっても仕事復帰しやすい職業を知りたいです。 

-- 

歯科衛生士 

-- 

サービス業、ホテル 

-- 

歯科衛生士 

-- 

看護師 

-- 

外資系 

-- 
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話を聞いてみたい仕事や職業（希望職種とは無関係） 

 R６年 R５年（現３年生） 

ホテル 4 2 

保育士 3 5 

エステ 2 7 

歯科衛生士 2 1 

外資系 2 0 

看護師 1 4 

公務員 1 3 

通訳 1 2 

教員 1 1 

ＣＡ 1 1 

翻訳 1 1 

グラフィックデザイナー 1 0 

サービス業 1 0 

パイロット 1 0 

貿易 1 0 

グランドスタッフ 1 0 

ブライダル  3 

銀行員（事務系）  2 

海外営業・経営  2 

シェフ  1 

経営者  1 

モデル  1 

弁護士など法律に関わる仕事  1 

IT 会社  1 

介護士  1 

観光  1 

建築  1 

 

  



3 第二回連携プログラム開発検討委員会 
 

54 

 

3.1.10 今日の講義・講話を聞いて、『感じたこと、思ったこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

語学が本当に好きで新しい外国語を覚えてみたりするのも好きなので、この仕事にとても興味があって、もっ

と知りたくなりました。 

-- 

在学していた生徒の実際の留学したときの動画がとても印象に残った。IRC に行きたいと思っているからより

詳しく話しを聞けてよかったし、またオープンキャンパスにも行ってもっと話しを聞きたいと思った。 

-- 

語学・留学が少なくなってきている中で、とても英検とか大切だなと思いました。他の国の異文化に対する理

解力を大切にしていこうと思いました。 

-- 

留学先のことや異文化のことをしってとても留学に興味がわいた 

-- 

今日の講話を聞いて、語学留学の中でも沢山の仕事があることが分った。また、国によってやっていけないこ

とがあることも分りました。 

-- 

講話を聞いて留学に関することや語学について知る事ができたし、興味をもちました。色んな話しを聞いてみ

たいと思いました。 

-- 

今日の語学留学についての講話を聞いて興味をもった。だから留学についてもっと調べてみて考えてみよう

と思った。進路についても色々教わったからこれを参考にしたい。 

-- 

海外留学は言葉もあまり通じないので不安しかないと思っていたのですが、動画を見ると楽しそうで自由だ

と感じました。他にも英語を使った仕事には留学や資格をとることが大事だそうで、これからの学校生活頑張り

たいです。 

-- 

もともと興味があった語学のおしごとをじっさいに聞いてきょうみがとてもわきました。 

-- 

自分が合うのは進学か就職かとまずは決めて進学だったら大学か専門か決めて就職だったらお店やきぎょう

をみて自分に合うのをきめて人生をきめる 

-- 

留学にすこし興味があったので、今回のお話しをきいて、より興味がわきました。もう少し英語が得意になった

り、好きになったら、留学を視野に入れたいなと思いました。 

-- 

話しを聞いて留学に興味なかった人も友だちと一緒に留学したりなど楽しんでいるんだなと思いました。自分

もやりたい事に進んで行きたいです。 

-- 

基礎学力を高めたり今とれる検定はとって高校生のうちにできることはやろうと思った。 

-- 

今日の講話で思ったことは、英語や外国語が話せると、とても便利だし有利でとてもいいと思った。 

-- 

自分は将来外国で仕事をしたいので今のうちにやっておいたほうがいいことやどんなけんていをとっていた

ほうがいいかをあるていど分ったのでいいと思いました。 
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3.2 具志川商業高等学校 職業イメージ変容調査 
 

3.2.1 実施概要 

日時 令和 6 年 7 月 17 日 

 対象 沖縄県立具志川商業高等学校リゾート観光科 ２年生 

 人数 31 名 

 講師 インターナショナルリゾートカレッジ 田村明子先生 

内容 ホテル・ブライダル業界について 

 

3.2.2 ホテル・ブライダル業界に関する、興味度と理解度 

 

「この仕事に興味がありますか？/興味をもちましたか？」 

「大変興味をもつ」生徒が 4 人から 9 人になった。「わからない」生徒がゼロになり、職業選択判断の材料になっ

た。興味関心度は、25pt から 34ｐｔに上昇した。 
興味関心度は「大変興味がある/大変興味をもった」を 2 点、「やや興味がある/やや興味をもった」を 1 点、「興味がない/興味をもたなかった」を

－1 点とし回答数を乗じた。 

 

 
図 1 この仕事に興味がありますか？/興味をもちましたか？ 
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3.2.3「仕事内容を友達や後輩に説明できますか？」 

説明できなかった生徒が 15 人いたが 1 人になった。よく説明できる、だいたい説明できる生徒が 5 人から 20 人

になった。理解（説明）度は、20pt から 50pt に上昇した。 
理解（説明）度は「よく説明できる」を 3 点、「だいたい説明できる」を 2 点、「少し説明できる」を 1 点とし回答数を乗じた。 

 

 
図 2 仕事内容を友達や後輩に説明できますか？ 

 

3.2.4 「仕事に必要な能力を友達や後輩に説明できますか？」 

説明できなかった生徒が 20 人いたが 1 人になった。よく説明できる、だいたい説明できる生徒が 4 人から 20 人

になった。理解（説明）度は、15pt から 54pt に上昇した。 
理解（説明）度は「よく説明できる」を 3 点、「だいたい説明できる」を 2 点、「少し説明できる」を 1 点とし回答数を乗じた。 

 

 
図 3 仕事に必要な能力を友達や後輩に説明できますか？ 
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3.2.5 ホテル・ブライダル業界職業イメージの変容 

 

「自分にとって楽しく働けそうだ」 

ポジティブな意見を持つ生徒が 19 人から 24 人に増えた。 

職業イメージ度は、19pt から 32ｐｔに変化した。（R５年は 47ｐｔ） 
職業イメージ度：「大変そう思う」を 2 点、「そう思う」を 1 点、「どちらでもない」を 0 点、「そう思わない」を-1 点、全く思わないを-2 点とし回答数

を乗じた。 

 

図 4 自分にとって楽しく働けそうだ 

 

「収入が安定してそうだ」 

ポジティブな意見を持つ生徒が 15 人から 23 人に増えた。 

職業イメージ度は、11pt から 27ｐｔに変化した。（R５年は 44ｐｔ） 

 
図 5 収入が安定してそうだ 
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「体力が必要そうだ」 

大変そう思う生徒が 14 人から 19 人になった。 

職業イメージ度は、44pt から 47ｐｔに変化した。（R５年は 48ｐｔ） 

 
図 6 体力が必要そうだ 

 

 

「忙しそうだ」 

イメージに変化はなかった。 

職業イメージ度は、47pt から 46ｐｔになった。（R５年は 52ｐｔ） 

 
図 7 忙しそうだ 
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「給料が高そうだ」 

大変そう思う生徒が 3 人から 10 人に増えた。 

職業イメージ度は、19pt から 31ｐｔに変化した。（R５年は 47ｐｔ） 

 
図 8 給料が高そうだ 

 

 

「私生活とのバランスがとれそうだ」 

大変そう思う生徒が 3 から 5 人に増えた。 

ネガティブなイメージを持つ生徒が 3 人から 1 人に減った。 

職業イメージ度は、16pt から 21ｐｔに変化した。（R５年は 30ｐｔ） 

 
図 9 私生活とのバランスがとれそうだ 
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「歳をとっても働けそうだ」 

ネガティブなイメージを持つ生徒が 3 人から 0 人に減少した。 

職業イメージ度は、21pt から 28ｐｔに変化した。（R５年は 15ｐｔ） 

 
図 10 歳をとっても働けそうだ 

 

 

「やりがいがありそうだ」 

大変そう思う生徒が 19 人から 24 人に増えた。 

職業イメージ度は、47pt から 54ｐｔに変化した。（R５年は 63ｐｔ） 

 
図 11 やりがいがありそうだ 
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「世の中のためになりそうだ」 

大変そう思う生徒が 15 人から 20 人に増えた。 

職業イメージ度は、43pt から 49ｐｔに上昇した。（R５年は 62ｐｔ） 

 
図 12 世の中のためになりそうだ 

 

 

「自分の能力が生かせそうだ」 

大変そう思う生徒が 6 人から 11 人に増えた。 

職業イメージ度は、23pt から 34ｐｔに上昇した。（R５年は 44ｐｔ） 

 
図 13 自分の能力が生かせそうだ 
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「専門的な知識がいりそうだ」 

大変そう思う生徒が 11 人から 16 人に変化した。 

職業イメージ度は、37pt から 41ｐｔになった。（R５年は 55ｐｔ） 

 
図 14 専門的な知識がいりそうだ 

 

 

「失業の心配がなさそうだ」 

ポジティブなイメージを持つ生徒が 9 人から 19 人に増えた。 

ネガティブなイメージを持つ生徒が 7 人から 3 人に減少した。 

職業イメージ度は、4pt から 24ｐｔに上昇した。（R５年は 37ｐｔ） 

 
図 15 失業の心配がなさそうだ 
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「危険が少なく安全に働けそうだ」 

大変そう思う生徒が 4 人から 10 人に増えた。 

職業イメージ度は、18pt から 29ｐｔに上昇した。（R５年は 50ｐｔ） 

 
図 16 危険が少なく安全に働けそうだ 

 

 

「規則や規律が厳しそうだ」 

イメージに大きな変化はなかった。 

職業イメージ度は、39pt から 40ｐｔに変化した。（R５年は 38ｐｔ） 

 
図 17 規則や規律が厳しそうだ 
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「競争率が高く就職しにくそうだ」 

大変そう思う、そう思うが 12 人だったが 18 人に増加した。 

職業イメージ度は、13pt から 24pt に増加した。（R５年は 33ｐｔ） 

 
図 18 競争率が高く就職しにくそうだ 
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「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目 

講義後、ホテル・ブライダル業界に持つ職業イメージとして 70％以上（22 人以上）が「大変そう思う」を選んだのは、

「やりがいがありそうだ」だった。 

50％以上（16 人以上）が選んだのは、「世の中のためになりそうだ」「体力がいりそうだ」「忙しそうだ」「専門的な知識

がいりそうだ」だった。 

「私生活とのバランスがとれそうだ」は 20％以下だった。 

 
図 19 「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目（R6 年度） 
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R５年度の生徒について 70％以上（24 人以上）が「大変そう思う」を選んだのは、「世の中のためになりそうだ」「やり

がいがありそうだ」だった。 

「私生活とのバランスがとれそうだ」と「歳をとっても働けそうだ」は 20％以下だった。 

 
図 19 「大変そう思う」を選んだ職業イメージ項目（R5 年度） 
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講義前後での職業イメージ変容度 

職業イメージが大きく変容した項目グループは、「失業の心配がなさそうだ」「収入が安定してそうだ」だった。（思って

いたより失業の心配が無い、収入が安定している） 

職業イメージがマイナスに変化した項目グループは、「忙しそうだ」だった。（思っていたより忙しくない） 

 
図 20 職業イメージ変容度（R６年度） 

  

20

16

13

12

11

11

11

7

7

6

5

4

3

1

-1

-5 0 5 10 15 20 25 30

失業の心配がなさそうだ

収入が安定してそうだ

自分にとって楽しく働けそうだ

給料が高そうだ

自分の能力が生かせそうだ

危険が少なく安全に働けそうだ

競争率が高く就職しにくそうだ

歳をとっても働けそうだ

やりがいがありそうだ

世の中のためになりそうだ

私生活とのバランスがとれそうだ

専門的な知識がいりそうだ

体力が必要そうだ

規則や規律が厳しそうだ

忙しそうだ



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

68 

 

R５年度の生徒について職業イメージが大きく変容した項目グループは、「給料が高そうだ」「収入が安定してそうだ」

「自分にとって楽しく働けそうだ」だった。 

職業イメージがマイナスに変化した項目グループは、「規則や規律が厳しそうだ」「忙しそうだ」だった。 

 
図 20 職業イメージ変容度（R５年度） 
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3.2.6 今日の講義・講話の中で『はじめて知ったこと、はじめて聞いたこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

＜記入時間があまりなかったため多くの生徒が記入できていない＞ 

 

ホテルの仕事はこんなに沢山の種類があるとは思わなかった 

-- 

ブライダルのお仕事は表に出る仕事だけじゃなくて裏でも活躍できることがあるんだなと知りました。 

-- 

沖縄には昔からホテルが少なかったです。だけど、今は年に６個のホテルが建てられています。 

-- 

ブライダルの仕事は結婚式のプランから演出までプロの手でやっていることが分りました。 

-- 

仕事の楽しさ 

-- 

ドアマンのお仕事とベルマンのお仕事がよく分りました。 

-- 

 

3.2.1.2.6 今日の講義・講話の中で『特に印象に残ったこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

＜記入時間があまりなかったため多くの生徒が記入できていない＞ 

 

ホテルはリゾートホテルとシティホテルでは違いがあるんだなと思いました 

-- 

ホテルはお客さんを笑顔にする仕事 

-- 

お客様からたくさんの笑顔やありがとうがもらえること。 

-- 

ホテルもブライダルも感謝される仕事。 

-- 

ウエディングの動画 

-- 

笑顔が見れること 

-- 
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3.2.7 話を聞いてみたい仕事や職業 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

＜記入時間があまりなかったため多くの生徒が記入できていない＞ 

 

ディズニーリゾート 

-- 

美容師、保育士 

-- 

CA 

-- 

空港の保安検査場の人 

-- 

 

3.2.8 今日の講義・講話を聞いて、『感じたこと、思ったこと』 
※誤った漢字や送り仮名、ひらがな表記などは訂正せず、可能な限り原文に近い形で表しています。 

※ひとりひとりの記述は掲載の順番を変えて、「--」で区切っています。 

 

＜記入時間があまりなかったため多くの生徒が記入できていない＞ 

 

人の幸せを仕事にできるのはとてもいい仕事だなと思いました。自分も人を幸せにする仕事をしたいです。 

-- 

ホテルの仕事はとっても大事で必要な仕事だなと思いました。 

-- 

おもてなしの心を学ぶことができる機会になりました。 

-- 
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3.2.9 職業イメージに対して大変そう思うと回答した人数 

ホテル・ブライダル業界（31 名） 

 
 

語学を使った仕事（34 名） 
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職業イメージポイント変容度 

ホテル・ブライダル業界（31 名） 

 
 

語学を使った仕事（34 名） 
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3.3 中部商業高等学校 職場見学 
 

3.3.1 実施日時 

日時 令和 6 年 9 月 11 日（水） 10：00～12：00 

 対象 沖縄県立中部商業高等学校 国際ビジネス学科 2 年生 

 人数 13 名 

 見学先 JAL スカイエアポート沖縄 

 

3.3.2 生徒アンケート結果 

 

3.3.2.1 将来希望する職業を決めていますか。 

 

「はっきり決めている」「おおよそ決めている」が全体の 77％だった。 

 

 
 

3.3.2.2 あなたにとって「仕事」や「働くこと」のイメージは？ 

 

「とてもそう思う」「まあそう思う」の比率は、「生活のため」が 100％、「社会人としての義務」が 92％、「やりがいがあ

る」が 83％だった。「苦しい」イメージを持っている生徒は 54％、「つまらない」イメージを持っている生徒が 39％い

た。 
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3.3.2.3 仕事に関する考えかたにあなたの考えに近いものはどれですか。 

 

「とてもそう思う」が半数を超えたのは、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」62％、「周りに反対さ

れても自分がしたいことをしたい」「社会に役に立つ仕事をしたい」が共に 54％だった。 

「あまり思わない」「全く思わない」が多かったのは、「望む仕事につけなくてもがまんして働くべきだ」が 77％、「自

分の会社や店を作りたい」が 62％だった。 
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3.3.2.４ 職場見学の時間はどうでしたか。 

 

「ちょうどよい」が 85％だった。 

 

 
 

 
3.3.2.5 職場見学で疑問に思ったことは質問できましたか。 

 

「質問できた」が 23％、「質問できなかった」が 23％、「質問することがなかった」が 54％だった。 

 

 
 
3.3.2.6 職場見学は「働くことの意味」や「仕事のやりがい」を考える上で役に立ちましたか。 

 

「大変役に立った」が 46％だった。 
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3.3.2.7 職場見学は「将来の職業（進路）」を考える上で役に立ちましたか。 

 

「大変役に立った」が 39％だった。「あまり役に立たなかった」が 15％だった。 
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3.3.2.8 職場見学をして気づいた「働く上であなたに足りない部分」を５つ挙げてください。 

 

生徒が気づいたこと 

・常に人からどう見られているかを意識すること（62％） 

・わかりやすく伝えること（54％） 

・自分からすすんで関わりを持つこと（46％） 

・常に次に起こることを想像して準備をすること（46％） 

 

※職場見学企業担当者が生徒に気づいて欲しいことは○、教員が生徒に気づいて欲しいことは□ 

 
 

職場見学企業担当者が気づいて欲しい５つのこと 
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○出来ないことがあってもあきらめないこと 
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□人の話しをよく聞くこと 

□自分からすすんで関わりを持つこと 

□チームで協力すること 

□自分の役割を責任もって行うこと 

□自分の目標や計画を立てること  
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3.3.2.9 職場見学をして「印象に残ったこと」を自由に書いてください。 

 
・かげで働く人のかっこよさ・はきはき話せること・ビジネスマナーがしりたい（体験したい） 

 

・今自分が思ってる職場の雰囲気と違って、すごくやりがいのある仕事で、みんな楽しそうに働いていると感じました。 

 

・ひとつの飛行機のしごとではなくその中には色んな役割があるんだなと分かりました。一つ一つ自分の役割をしっかりすることで

成り立っていってると分かり、自分でやりたいと思った仕事はしっかりがんばりたいと思えた。 

 

・JAL／搭乗手続きについて、様々な会社が国際線では入れかわっているということと、飛行機に乗り込むまで、様々な人が協力

して迅速に行動しているということが分かりました。 

 

・アウトレットモールあしびなー／外国のお客様へのアプローチをよくしているということと、積極的に若者からの視点をとり入れて

いるということが分かりました。 

 

・アウトレットモールあしびなーも JAL スカイエアポートどちらにも共通しているのが、お客さまだけじゃなくて社員にも物心両面の

幸福を追求しているのがとてもよかった 

 

・雨にぬれながらがんばっているのにお客さんに手を振ってくれるところがすごいと思いました 

 

・普段見れない所が見れてとても楽しかったし人を笑顔にするやりがいを感じられた。 

 

・普段入れないエリアに特別に入らせてもらって、飛行機の間近で働いてもらっている人達の重要性が印象に残りました。 

 

・印象に残ったことは、JAL スカイエアポート沖縄の見学では爆発物検査機があったので一般人では入れないところに来たなと思

いました。 

 

・普段見る事のできないところを見れたり、飛行機を近くで見ることが出来た事。 

 

・JAL ではバスケのチームなどを作って試合に出たりしていることが印象に残った。 

 

・スタッフみんながニコニコしていてとても気分がよかった 

 

・英語も多いけど、最近は中国語を話せる人を求めているのが増えているんだなと思った。 
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3.3.2.10 次に職場見学をするとしたら、どんな職場や業種を見学したいですか。 

 

ホテル   4 人 お客様との接し方や、常に意識していることが知りたい 

病院   2 人 看護師の働き方などが気になる 

保育士   2 人 

デザイナー  1 人 職場がどうゆう所などが知りたい 

ペット系   1 人 卒業したら働きたい 

ツアーガイド  1 人 

介護   1 人 

美容   1 人 

観光スポット  1 人 

ブライダル  1 人 

ビジネスマナー  1 人 

 

 

3.3.2.11 あなたが今興味のある職業は何ですか。３つ選んでください。 

 

ホテル・ブライダル  5 人 

教育関係（教員・講師） 4 人 

看護師・歯科衛生士 4 人 

保育士   3 人 

空港関係（CA・GS など） 3 人 

美容師・エステティシャン 3 人 

公務員（国・県・市町村） 2 人 

イラストレータ  2 人 

旅行関係  2 人 

会社員（会計・経理） 1 人 

スーパー・小売・専門店 1 人 

飲食関係  1 人 

動物関係  1 人 

学者・研究者  1 人 

起業したい  1 人 

わからない  1 人 
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3.3.３ 学級担任アンケート 

 

3.3.3.1 生徒の反応で「印象に残ったこと」を自由に書いてください。 

 

企業で働いている人から仕事の話をきいて、企業理念や職場で大切にしている事柄など、自分が働いたときにどう

すればいいのか考える機会になったと思います。現場も見せていただき、働く人の姿を実際に見ることができて、自分

に合った職業を考えることができたと思います。自分の興味のある職業についても見てみたいと思ったようです。真剣

に話を聞き、マナーを守って職場見学できたと思います。 

 

3.3.3.2 今回の職場見学を生徒・受け入れ企業の双方がより充実した時間にするための工夫・改善点等をお聞か

せください。 

 

まずは時間確保を十分に取るようにしたいです。今回 10：00～12：00 ということでスケジュールを組んでいまし

たが、制限区域内の見学をした際に、生徒たちは初めてみる光景に周りを見渡して、働いている人を始め飛行機やそ

の他の特殊車両を見ていました。１時間ちょっとの時間設定でしたが、生徒たちはもっと見たい様子でした。実際に現

場を見せることは生徒たちにとっても貴重な経験になるので時間確保が大切だと感じました。 

次に、企業説明のときにクイズ形式のような生徒が参加するような場面があると、生徒の記憶に残りやすいのかな

と思いました。グループ会社の数や従業員数など、簡単に答えられるものがあると集中して考える場面ができて高校

生を話に引き込むこともできると思います。 

もし、求人票を出しているのであれば、勤務条件の提示や高校生のうちでやっていた方がいいことなど、キャリア教

育の視点で高校生が仕事をするうえで重視していることについて実際の話をしてもらえると今後、仕事を探すときの

参考になると思います。 

 

3.3.4 企業担当者（メンター）アンケート 

 

3.3.4.1 高校生の反応で「印象に残ったこと」を自由に書いてください。 

 

職場見学を実際にした際に、ランプ制限エリア内で実際に近くで飛行機を見て感動している姿がとても印象に残り

ました。雨の中、活躍している社員を見ていただき良い刺激になっていれば良いなと思います。 

 

 

3.3.4.2 職場見学を担当されて、あなた自身が感じた「新しい気づき」があればお教えください。 

 

今後の進路や就職活動に向けて、マナー講座などを受講してみたいというお声があり、会社の説明ももちろんです

が、そういった今後に活かせる内容にも興味があるということが新しい気づきでした。 

 

 

3.3.4.3 今回の職場見学を生徒・受け入れ企業の双方がより充実した時間にするための工夫・改善点等をお聞か

せください。 

 

カウンター以外の場所もお見せしたいのですが、制限があり難しい部分もあるのでカウンターに設置している備品

などみせても良いかなと思いました。また、ランプ内では時間によって作業の姿を見せられないこともあるので、タイミ

ングを見計らう必要があるかと思いました。学生の皆さんがもっと積極的に質問などできる雰囲気を作れたらと思い

ます。 
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3.3.5 職場見学の課題と改善策 

 

＜課題 1＞ 

教員・企業担当者の「ねらい（学びの目標）」と生徒の「気づき」の相違 

 

生徒が気づいたこと（学んだこと）で最も多かったのは、「常に人からどう見られているかを意識すること（62％）」で

あり、次いで「わかりやすく伝えること（54％）」だった。教員・企業担当者のねらいとは別な気づきを得ている。 

「自分からすすんで関わりを持つこと（46％）」は、教員・企業担当者双方のねらいと合致し、「常に次に起こること

を想像して準備をすること（46％）」は、企業担当者のねらいと合致した。 

 

一方、教員・企業担当者双方がねらいとして挙げた、「チームで協力すること（15.4％）」「自分の役割を責任もって

行うこと（30.8％）」は、生徒の気づきとしては下位だった。 

 

＜改善策＞ 

① 教員・企業担当者の職場見学の「ねらい」共有 

② 「気づきのしかけ」の導入 

例えば・・・ 

（生徒）事前学習として短い職場見学の「観察」ポイント動画 

（生徒）見学メモの準備 

（企業）見学ルート・説明内容の検討 
（参考）10 月 29 日 ANA 職場見学 南部商業 3 年生 

 

0950 オリエンテーション開始（パワポ） 

  0950 会社概要（従業員数、関連企業数、沖縄 3 空港便数・席数） 

  1000 部門毎業務内容 

1015 職場見学スタート（ 2 グループ（10 名/9 名）） 

1021 チェックカウンター、バゲッジカウンター、プレミアムチェックインカウンターなど 

1031 検査場 

1034 空港関係者保安検査通過 

1037 空港内グランドスタッフの仕事 

1050 運航支援室・整備室 

1055 建物外に出て到着作業を見学 

1105 見学終了 

1110 集合場所に戻りあいさつ 

1115 解散 

③ 生徒の「気づき」を生徒自身の目標に言語化 
 

＜課題 2＞ 

他観光関連業界への展開 

 

＜改善策＞ 

次年度、「職場見学」や「ジョブシャドウイング」の教育プログラム実証をホテル、ブライダル、旅行など他観光関

連業界で実施 
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3.4 観光系大学専門学校生のキャリア教育実態調査結果 
 

3.4.1 調査概要 

 

令和 6 年 9 月～11 月の期間で、観光系学部学科のある大学 1 校、専門学校 2 校の学生を対象に web 調査を

実施した。 

地域については、大学：沖縄県、専門学校：沖縄県・静岡県で行った。 

 

日時 令和 6 年 9 月 4 日～18 日 

方法 web 調査 

地域 静岡県 

対象 静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 １年生 

 人数 75 名 

 
日時 令和 6 年 10 月 21 日 

方法 web 調査 

地域 沖縄県 

対象 沖縄キリスト教学院大学 １年生 

 人数 45 名 

 
日時 令和 6 年 11 月 5～8 日 

方法 web 調査 

地域 沖縄県 

対象 irc インターナショナルリゾートカレッジ １・2・3 年生 

 人数 84 名 

 
※各大学・専門学校の設置学部学科 

 学校法人静岡理工科大学 静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

  エアライン科（客室乗務員コース・グランドスタッフコース） 

  総合観光サービス科 

ホテル・ブライダル科 

グローバルビジネス科 

  コンシェルジュ科 

国際ホスピタリティ科 

 沖縄キリスト教学院大学 

  人文学部 観光文化学科（令和 6 年 4 月設置） 

 学校法人 KBC 学園 インターナショナルリゾートカレッジ 

  エアライン科（キャビンアテンダントコース・グランドフタッフコース・グランドハンドリングコース） 

 外語ビジネス科 

 ブライダル・ホテル科 
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3.4.2 高校時代に、キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導などの体験 

 
オープンキャンパスは 93.1％の学生が役に立ったと回答した。 

一方、「職場の就業体験」、「職場の見学」、「大学や専門学校の体験入学」「部活動」「ボランティア活動」の経験がな

い学生が 30％を超えた。 

 

 
 

  

93.1%

90.2%

89.7%

88.2%

87.7%

86.3%

85.3%

81.9%

80.9%

78.4%

77.9%

73.5%

71.1%

65.7%

62.3%

61.8%

58.8%

56.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学や専門学校へのオープンキャンパス

自己分析や職業適性を見つめる学習

日々の授業

社会人のマナーや常識の学習

将来の職業選択や人生設計の進路相談

進学先（大学・専門）の進路相談

学ぶことや働くことの意義の授業

大学や専門学校の先生の講話・講演

卒業生の話し

社会人や職業人の講話・講演

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

クラスの委員会活動や生徒会活動

ボランティア活動

大学や専門学校への体験入学

部活動

職場の見学

職場の就業体験

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

 
沖縄キリスト教学院大学 

  

97.3%

93.3%

92.0%

92.0%

90.7%

89.3%

88.0%

86.7%

85.3%

84.0%

82.7%

81.3%

80.0%

74.7%

74.7%

73.3%

66.7%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学や専門学校へのオープンキャンパス

大学や専門学校の先生の講話・講演

将来の職業選択や人生設計の進路相談

社会人のマナーや常識の学習

進学先（大学・専門）の進路相談

自己分析や職業適性を見つめる学習

日々の授業

学ぶことや働くことの意義の授業

大学や専門学校への体験入学

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

卒業生の話し

社会人や職業人の講話・講演

クラスの委員会活動や生徒会活動

部活動

ボランティア活動

職場の見学

職場の就業体験

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない

93.3%

93.3%

91.1%

91.1%

88.9%

88.9%

88.9%

86.7%

84.4%

82.2%

75.6%

73.3%

71.1%

68.9%

60.0%

53.3%

51.1%

48.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日々の授業

大学や専門学校へのオープンキャンパス

自己分析や職業適性を見つめる学習

社会人のマナーや常識の学習

学ぶことや働くことの意義の授業

進学先（大学・専門）の進路相談

将来の職業選択や人生設計の進路相談

卒業生の話し

高校の先生の話し

大学や専門学校の先生の講話・講演

模試などの大学や専門の合格可能性

社会人や職業人の講話・講演

ボランティア活動

クラスの委員会活動や生徒会活動

部活動

大学や専門学校への体験入学

職場の見学

職場の就業体験

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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Irc インターナショナルリゾートカレッジ 

 
 

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校は、全体的に高校生のキャリア形成に影響を与える学習や活動、

指導が多く、80％を超えるものが 13 項目あった。沖縄キリスト教学院大学は 10 項目、インターナショナルリゾート

カレッジは 7 項目だった。 

特に、全員オープンキャンパスに参加しており 97.3％がキャリアを考える上で役に立ったと回答があった。また、大

学や専門学校の先生の講話・講演が 93.3％と大きな影響を及ぼしている。 

 

沖縄キリスト教学院大学は、日々の授業が最も高く、高-大の学びの接続が機能していることがうかがえる。経験が

ない活動として「就業体験」「職場見学」「大学専門学校への体験入学」が 40％を超えている。 

インターナショナルリゾートカレッジは、経験がない活動として「大学専門学校への体験入学」「ボランティア活動」

「部活動」「職場見学」が 40％を超えている。 

 

「大学専門学校への体験入学」は静岡県では 90％の学生が体験している。 

 

  

90.5%

89.3%

89.3%

83.3%

83.3%

82.1%

81.0%

79.8%

77.4%

71.4%

69.0%

69.0%

64.3%

56.0%

56.0%

56.0%

51.2%

46.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学や専門学校へのオープンキャンパス

自己分析や職業適性を見つめる学習

日々の授業

将来の職業選択や人生設計の進路相談

社会人のマナーや常識の学習

学ぶことや働くことの意義の授業

進学先（大学・専門）の進路相談

社会人や職業人の講話・講演

卒業生の話し

大学や専門学校の先生の講話・講演

クラスの委員会活動や生徒会活動

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

職場の見学

ボランティア活動

職場の就業体験

部活動

大学や専門学校への体験入学

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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未体験のものを除いた「役に立った-役に立たなかった」比率は、以下の通りになった。 

 

高校生活で日常的に行われている「高校の先生の話」「部活動」「委員会活動」を除いた、キャリア学習や活動・指導

の評価は高く 90％の学生が役立ったと回答した。また、大学専門学校間に大きな差はなかった。 

 

「社会人のマナーや常識の学習」「オープンキャンパス」が特に高かった。「マナー研修」が高校からのニーズが高い

ことを裏付けている。 

沖縄では実施の少ない「体験入学」の効果が高い結果が出ている。 

 

 
  

97.8%

96.4%

96.2%

95.7%

95.3%

94.9%

94.6%

94.5%

94.1%

94.1%

93.7%

93.5%

92.2%
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90.9%

89.3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会人のマナーや常識の学習
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自己分析や職業適性を見つめる学習

大学や専門学校の先生の講話・講演

学ぶことや働くことの意義の授業

職場の見学

社会人や職業人の講話・講演

進学先（大学・専門）の進路相談

ボランティア活動

職場の就業体験

卒業生の話し

日々の授業

模試などの大学や専門の合格可能性

高校の先生の話し

部活動

クラスの委員会活動や生徒会活動

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった
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3.4.3 高校時代に、キャリアを考える上で体験したかった学習や活動、指導（複数選択） 

 
「職場見学」が最も多く 65.2％の学生が挙げた。次いで、「学ぶことや働くことの意味」49.5％、「就業体験」

47.1％、「働くことのつらさや喜びについて学びたかった」43.6％だった。 

 

 
 

  

65.2%

49.5%

47.1%

43.6%

36.8%

35.8%

35.3%

28.4%

27.5%

24.5%

21.6%

18.1%

18.1%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリアルに

見学したかった（職場見学）

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けたかった

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった（就

業体験）

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

卒業生の話しが聞きたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

体験したかった学習や活動、指導



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

88 

 

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

 
沖縄キリスト教学院大学 
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大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

卒業生の話しが聞きたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

体験したかった学習や活動、指導

60.0%

48.0%

44.0%

37.3%

34.7%

33.3%

26.7%

24.0%

21.3%

17.3%

16.0%

16.0%

14.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリア…

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けた…

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった…

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

卒業生の話しが聞きたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

体験したかった学習や活動、指導
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irc インターナショナルリゾートカレッジ 

 
 

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校は、キャリア形成に影響を与える学習や活動、指導を多く経験して

いるので、全体的に低かった。 

 

3 校ともに「職場見学」を体験したかった学生が 60％を超え、特にインターナショナルリゾートカレッジは、69％で

高かった。これは専門学校入学後に行った職場見学を高校生時代に体験したかったという気持ちの表れだと考えら

れる。 

 

沖縄キリスト教学院大学は、「就業体験」、「学ぶことや働くことの意味」「働くことのつらさや喜び」が 50％を超え

た。 

インターナショナルリゾートカレッジは、「就業体験」が 50％を超えた。 

 

これより、場所を問わず、高校生で経験したかったキャリア学習は、「職場見学」「就業体験」の体験型の活動で、学

ぶ内容は、「学ぶことや働くことの意味」や「働くことのつらさや喜び」を感じられるものであることが明らかになった。 

  

69.0%

51.2%

46.4%

39.3%

38.1%

36.9%

36.9%

35.7%

28.6%

28.6%

27.4%

19.0%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリアル…

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった（就…

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

卒業生の話しが聞きたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

体験したかった学習や活動、指導
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3.4.4 現在の大学・専門学校に進学した理由（複数選択） 

 
50％以上の学生が、「語学」「特定の職業に就きたかったから」をあげた。 

 
  

57.4%

54.9%

40.7%

37.3%

27.0%

23.0%

23.0%

12.3%

7.8%

6.9%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

語学を身に付けたかったから

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

観光の勉強をしたかったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

留学をしたかったから

観光業界は将来性があると思ったから

自分の長所が生かせると思ったから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

自分の学力に合っていたから

高校の先生の勧めがあったから

第一志望の進学先に落ちたから

現在の大学・専門学校に進学した理由
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静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

 

沖縄キリスト教学院大学 

 

 

  

57.3%

53.3%

48.0%

20.0%

20.0%

16.0%

13.3%

9.3%

5.3%

4.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

語学を身に付けたかったから

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

観光の勉強をしたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

留学をしたかったから

観光業界は将来性があると思ったから

高校の先生の勧めがあったから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

自分の学力に合っていたから

第一志望の進学先に落ちたから

現在の大学・専門学校に進学した理由

73.3%

71.1%

40.0%

35.6%

35.6%

33.3%

31.1%

17.8%

13.3%

6.7%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

観光の勉強をしたかったから

語学を身に付けたかったから

留学をしたかったから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

観光業界は将来性があると思ったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

自分の学力に合っていたから

高校の先生の勧めがあったから

第一志望の進学先に落ちたから

現在の大学・専門学校に進学した理由



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

92 

 

Irc インターナショナルリゾートカレッジ 

 
 

沖縄キリスト教学院大学は、「観光」や「語学」が飛び抜けており、まだ具体的な職業の希望は固まっていないことが

うかがえる。 

静岡インターナショナル・エア・リゾートは、「語学」「特定の職業」「ホスピタリティ」と設置学科とリンクし職業と結び

つく理由が高く、大学で行われる学問としての「観光」と棲み分けがはっきりできている 

インターナショナルリゾートカレッジは、「特定の職業」が高くなった。第二群の「観光」「語学」は大学と共通してい

る。 

 

 

  

65.5%

47.6%

40.5%

29.8%

27.4%

27.4%

26.2%

8.3%

7.1%

4.8%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

語学を身に付けたかったから

観光の勉強をしたかったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

留学をしたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

観光業界は将来性があると思ったから

自分の学力に合っていたから

第一志望の進学先に落ちたから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

高校の先生の勧めがあったから

現在の大学・専門学校に進学した理由
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3.4.5 就職先として興味のある業界・職種 

 
「強い希望がある」が 20％を超えた業界・職種は、航空（50.5％）、語学（40.2％）、宿泊（31.4％）、旅行

（20.6％）、ブライダル（20.1％）だった。 

「やや興味がある」を合わせると、宿泊（77.0％）、語学（76.0％）、航空（68.1％）、ブライダル（56.9％）、旅行

（52.0％）だった。 

まだわからないは、スポーツ・レジャー22.5％、クリエーター20.1％が高く、これから「興味がある」に変化する可能

性がある。 

 

 
 

  

50.5%

40.2%

31.4%

20.6%

20.1%

10.8%

6.9%

6.4%

5.9%

5.4%

3.9%

3.9%

3.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.0%

1.5%

17.6%

35.8%

45.6%

31.4%

36.8%

21.6%

26.5%

33.3%

24.0%

23.5%

19.1%

20.6%

22.1%

11.8%

11.8%

11.8%

10.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

航空業界（CA,GS,GHなど）

語学を使う仕事

宿泊業界（ホテル・旅館など）

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

ブライダル業界

スポーツ・レジャー業界

ツアーガイド

飲食業界

公務員系（国県市町村職員など）

教育・福祉関係

金融業界

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

医療業界

IT業界（プログラマー・SEなど）

流通業界（卸売・スーパーなど）

建築業界

製造業界（機械・食品など）

インフラ系（電気・ガス・通信）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

 
 

沖縄キリスト教学院大学 

  

41.3%

37.3%

36.0%

29.3%

16.0%

9.3%

8.0%

6.7%

6.7%

6.7%

5.3%

5.3%

5.3%

4.0%

4.0%
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2.7%

2.7%

40.0%

34.7%

16.0%

29.3%

24.0%

40.0%

22.7%

22.7%

24.0%

21.3%

22.7%

20.0%

12.0%

20.0%

9.3%

6.7%

12.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊業界（ホテル・旅館など）

語学を使う仕事

航空業界（CA,GS,GHなど）

ブライダル業界

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

飲食業界

ツアーガイド

公務員系（国県市町村職員など）

医療業界

教育・福祉関係

スポーツ・レジャー業界

金融業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

製造業界（機械・食品など）

建築業界

IT業界（プログラマー・SEなど）

インフラ系（電気・ガス・通信）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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17.8%
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11.1%

8.9%
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4.4%

4.4%
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0.0%
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44.4%
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33.3%

13.3%

35.6%
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37.8%

31.1%

11.1%

13.3%
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22.2%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

航空業界（CA,GS,GHなど）

語学を使う仕事

宿泊業界（ホテル・旅館など）

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

スポーツ・レジャー業界

ブライダル業界

ツアーガイド

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

IT業界（プログラマー・SEなど）

公務員系（国県市町村職員など）

教育・福祉関係

金融業界

飲食業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

建築業界

インフラ系（電気・ガス・通信）

医療業界

製造業界（機械・食品など）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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Irc インターナショナルリゾートカレッジ 

 
 

沖縄キリスト教学院大学は、「航空」「語学」「宿泊」に興味がある学生が 80％を超えており、「旅行」「ブライダル」

「ツアーガイド」が 50％を超えた。職業選択の幅が広いことがわかる。 

静岡インターナショナル・エア・リゾートは、「宿泊」が 80％を超え、「語学」「航空」「ブライダル」が 50％を超えた。 

インターナショナルリゾートカレッジは、80％を超えたものはなく、「航空」「語学」「宿泊」「旅行」「ブライダル」が

50％を超えた。 

 

逆に 70％以上の学生が興味のない業界は、インターナショナルリゾートカレッジは「インフラ」「製造」「流通」「クリエ

ーター」「ツアーガイド」の 5 業界、静岡インターナショナル・エア・リゾートは「インフラ」「建築」の 2 業界、沖縄キリスト

教学院大学は「インフラ」「建築」の 2 業界だった。 

多様な業界・職種に対する柔軟性（興味度）は、沖縄キリスト教学院大学、静岡インターナショナル・エア・リゾート、

インターナショナルエアリゾートカレッジの順に高かった。 
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39.3%

26.2%

23.8%

16.7%

14.3%

6.0%

6.0%

4.8%

4.8%

3.6%

3.6%

2.4%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

0.0%

13.1%

35.7%

31.0%

46.4%

39.3%

19.0%

19.0%

28.6%

21.4%

22.6%

8.3%

20.2%

15.5%

10.7%

14.3%

11.9%

7.1%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

航空業界（CA,GS,GHなど）

語学を使う仕事

宿泊業界（ホテル・旅館など）

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

ブライダル業界

スポーツ・レジャー業界

公務員系（国県市町村職員など）

飲食業界

教育・福祉関係

建築業界

ツアーガイド

IT業界（プログラマー・SEなど）

金融業界

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

医療業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

製造業界（機械・食品など）

インフラ系（電気・ガス・通信）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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3.4.6 自覚している「社会人基礎力」と「キャリア形成力」 

 
※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために

必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げる「キャリア

形成力」のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難

な「非認知能力」である。 

 

 

「社会人基礎力」は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チームワ

ーク）の３分野からなる。 

この３分野と「キャリア形成力」に対応する質問項目は以下の通り。 

 

前に踏み出す力（アクション） 

 
人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性） 

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力（働きかける力） 

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力（実行力） 

 

考え抜く力（シンキング） 

 
目標を達成するために解決すべき問題を見つける力（課題発見力） 

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力（計画力） 

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力（創造力） 

 

チームで働く力（チームワーク） 
 

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力（発信力） 

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力（傾聴力） 

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力） 

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する力（状況把握力） 

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力（規律力） 

 

キャリア形成力 
 

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力（情報収集力） 

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力） 

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力（説得力） 

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力（プレゼン力） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけない

ことを見つけて、自分から進んで取り組む力（主…

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力（働きかける力）

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設

定して粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考

える力（創造力）

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきち

んと理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考

えや立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律力）

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだした

りする力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職…

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない

＜社会人基礎力とキャリア形成力＞ 
 

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力は、「前に踏み出す力（アクション）」と「考え抜く力（シンキング）」が低

く、「チームで働く力（チームワーク）」が相対的に高い。 

特に低い基礎力は、「発信力」「創造力」であった。また、高い基礎力は、「規律力」「傾聴力」「柔軟力」「状況把握力」

「職業理解力」だった。これは、高校までのチーム学習の成果が現れであろう。 

今後、「前に踏み出す力（アクション）」と「考え抜く力（シンキング）」をいかに身に付けるかが教育課題になるであろ

う。 
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静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 

 
沖縄キリスト教学院大学 

 

  

21.3%

17.3%

21.3%

18.7%

24.0%

16.0%

16.0%

50.7%

41.3%

30.7%

54.7%

24.0%

37.3%

26.7%

18.7%

50.7%

50.7%

50.7%

57.3%

45.3%

69.3%

52.0%

40.0%

54.7%

53.3%

42.7%

50.7%

52.0%

56.0%

58.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないことを見…

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動…

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘…

目標を達成するために解決すべき問題を見つける力（課…

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考え…

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力…

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもら…

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理…

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場…

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを…

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する…

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力…

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの…

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力（説…

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力（プ…

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない

11.1%

15.6%

13.3%

13.3%

20.0%

17.8%

11.1%

28.9%

44.4%

26.7%

55.6%

17.8%

31.1%

20.0%

15.6%

68.9%

55.6%

55.6%

64.4%

53.3%

64.4%

60.0%

71.1%

51.1%

60.0%

42.2%

57.8%

53.3%

57.8%

64.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないことを…

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行…

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して…

目標を達成するために解決すべき問題を見つける力…

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考…

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える…

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解しても…

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと…

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや…

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのか…

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動す…

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする…

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周り…

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力…

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力…

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない
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Irc インターナショナルリゾートカレッジ 

 
 

インターナショナルリゾートカレッジは、「能力がある」と回答した学生の比率が他と比べて多く、自己肯定感の高い

学生が多い。 

ただし、項目間の差が他より少ないため、自らの正しい能力を認知する「メタ認知」に課題があることを示唆してい

る。 

  

31.0%

35.7%

33.3%

40.5%

38.1%

32.1%

31.0%

51.2%

48.8%

42.9%

59.5%

36.9%

46.4%

39.3%

41.7%

50.0%

38.1%

45.2%

41.7%

44.0%

52.4%

44.0%

41.7%

46.4%

47.6%

36.9%

47.6%

46.4%

42.9%

38.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないこと…

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行…

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定し…

目標を達成するために解決すべき問題を見つける力…

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考…

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える…

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解して…

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと…

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや…

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのか…

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動…

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりす…

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周り…

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力…

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力…

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

100 

 

3.5 静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校アンケート調査結果 

 
3.5.1 調査概要 

日時 令和 6 年 9 月 4 日～18 日 

方法 web 調査 

対象 静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 １年生 

 人数 75 名 

 

3.5.2 高校時代に、キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導などの体験 

 
オープンキャンパスは学生全員が体験しており、97.3％の学生が役に立ったと回答した。 

 

 
 

  

97.3%

93.3%

92.0%

92.0%

90.7%

89.3%

88.0%

86.7%

85.3%

84.0%

82.7%

81.3%

80.0%

74.7%

74.7%

73.3%

66.7%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学や専門学校へのオープンキャンパス

大学や専門学校の先生の講話・講演

将来の職業選択や人生設計の進路相談

社会人のマナーや常識の学習

進学先（大学・専門）の進路相談

自己分析や職業適性を見つめる学習

日々の授業

学ぶことや働くことの意義の授業

大学や専門学校への体験入学

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

卒業生の話し

社会人や職業人の講話・講演

クラスの委員会活動や生徒会活動

部活動

ボランティア活動

職場の見学

職場の就業体験

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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未体験のものを除いた「役に立った-役に立たなかった」比率は、以下の通りになった。 

 

 
 

  

98.6%

98.2%

97.3%

97.2%

97.2%

97.0%

97.0%

95.7%

95.2%

94.4%

94.3%

92.6%

92.4%

92.2%

91.2%

90.3%

88.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会人のマナーや常識の学習

ボランティア活動

大学や専門学校へのオープンキャンパス

大学や専門学校の先生の講話・講演

将来の職業選択や人生設計の進路相談

学ぶことや働くことの意義の授業

大学や専門学校への体験入学

自己分析や職業適性を見つめる学習

社会人や職業人の講話・講演

進学先（大学・専門）の進路相談

職場の見学

高校の先生の話し

卒業生の話し

職場の就業体験

模試などの大学や専門の合格可能性

部活動

日々の授業

クラスの委員会活動や生徒会活動

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

102 

 

3.5.3 高校時代に、キャリアを考える上で体験したかった学習や活動、指導（複数選択） 
 

「職場見学」が最も多く、60.0％の学生が挙げた。次いで、「学ぶことや働くことの意味（48.0％）」、「働くことのつ

らさや喜び（44.0％）」を学ぶ活動を挙げた。 

 

 
 

  

60.0%

48.0%

44.0%

37.3%

34.7%

33.3%

26.7%

24.0%

21.3%

17.3%

16.0%

16.0%

14.7%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリアル

に見学したかった（職場見学）

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けたかっ

た

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった（就

業体験）

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

卒業生の話しが聞きたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

体験したかった学習や活動、指導



  ３ 第二回連携プログラム検討委員会 

103 

 

3.5.4 現在の大学・専門学校に進学した理由（複数選択） 

 

半数以上の学生が、「語学（57.3％）」「特定の職業（53.3％）」、ほぼ半数の学生が「ホスピタリティ（48.0％）」を挙

げた。 

 

 
  

57.3%

53.3%

48.0%

20.0%

20.0%

16.0%

13.3%

9.3%

5.3%

4.0%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

語学を身に付けたかったから

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

観光の勉強をしたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

留学をしたかったから

観光業界は将来性があると思ったから

高校の先生の勧めがあったから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

自分の学力に合っていたから

第一志望の進学先に落ちたから

現在の大学・専門学校に進学した理由
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3.5.5 就職先として興味のある業界・職種 

 
「強い希望がある」が 10％を超えた業界・職種は、宿泊（41.3％）、語学（37.3％）、航空（36.0％）、ブライダル

（29.3％）、旅行（16.0％）だった。 

「やや興味がある」を合わせると、宿泊（81.3％）、語学（72.0％）、ブライダル（58.7％）、航空（52.0％）、飲食

（49.3％）、旅行（40.0％）だった。 

 

 
 

  

41.3%

37.3%

36.0%

29.3%

16.0%

9.3%

8.0%

6.7%

6.7%

6.7%

5.3%

5.3%

5.3%

4.0%

4.0%

4.0%

2.7%

2.7%

40.0%

34.7%

16.0%

29.3%

24.0%

40.0%

22.7%

22.7%

24.0%

21.3%

22.7%

20.0%

12.0%

20.0%

9.3%

6.7%

12.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宿泊業界（ホテル・旅館など）

語学を使う仕事

航空業界（CA,GS,GHなど）

ブライダル業界

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

飲食業界

ツアーガイド

公務員系（国県市町村職員など）

医療業界

教育・福祉関係

スポーツ・レジャー業界

金融業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

製造業界（機械・食品など）

建築業界

IT業界（プログラマー・SEなど）

インフラ系（電気・ガス・通信）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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3.5.6 自覚している「社会人基礎力」と「キャリア形成力」 

 
※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために

必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げる「キャリア

形成力」のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難

な「非認知能力」である。 

 

 

「社会人基礎力」は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チームワ

ーク）の３分野からなる。この３分野と「キャリア形成力」に対応する質問項目は以下の通り。 

 

前に踏み出す力（アクション） 

 
人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性） 

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力（働きかける力） 

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力（実行力） 

 

考え抜く力（シンキング） 

 
目標を達成するために解決すべき問題を見つける力（課題発見力） 

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力（計画力） 

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力（創造力） 

 

チームで働く力（チームワーク） 
 

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力（発信力） 

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力（傾聴力） 

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力） 

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する力（状況把握力） 

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力（規律力） 

 

キャリア形成力 
 

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力（情報収集力） 

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力） 

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力（説得力） 

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力（プレゼン力） 
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＜社会人基礎力とキャリア形成力＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.3%

17.3%

21.3%

18.7%

24.0%

16.0%

16.0%

50.7%

41.3%

30.7%

54.7%

24.0%

37.3%

26.7%

18.7%

50.7%

50.7%

50.7%

57.3%

45.3%

69.3%

52.0%

40.0%

54.7%

53.3%

42.7%

50.7%

52.0%

56.0%

58.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないこと

を見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に

行動する力（働きかける力）

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定し

て粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける力

（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番を

考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える

力（創造力）

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解して

もらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと

理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや

立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのか

を理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動

する力（規律力）

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりす

る力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周り

の人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力

（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力

（プレゼン力）

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない
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3.6 沖縄キリスト教学院大学 アンケート調査結果 

 
3.6.1 調査概要 

日時 令和 6 年 10 月 21 日 

方法 web 調査 

対象 沖縄キリスト教学院大学 １年生 

 人数 45 名 

 

3.6.2 高校時代に、キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導などの体験 

 
オープンキャンパスは学生全員が体験しており、93.3％の学生が役に立ったと回答した。 

一方、職場の就業体験、職場の見学、大学の体験入学の経験がない学生が 40％を超えた。 

 

 
 

  

93.3%

93.3%

91.1%

91.1%

88.9%

88.9%

88.9%

86.7%

84.4%

82.2%

75.6%

73.3%

71.1%

68.9%

60.0%

53.3%

51.1%

48.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日々の授業

大学や専門学校へのオープンキャンパス

自己分析や職業適性を見つめる学習

社会人のマナーや常識の学習

学ぶことや働くことの意義の授業

進学先（大学・専門）の進路相談

将来の職業選択や人生設計の進路相談

卒業生の話し

高校の先生の話し

大学や専門学校の先生の講話・講演

模試などの大学や専門の合格可能性

社会人や職業人の講話・講演

ボランティア活動

クラスの委員会活動や生徒会活動

部活動

大学や専門学校への体験入学

職場の見学

職場の就業体験

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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未体験のものを除いた「役に立った-役に立たなかった」比率は、以下の通りになった。 

 

 
 

  

97.7%

97.7%

97.6%

97.6%

97.4%

96.0%

95.8%

95.7%

95.3%

95.2%

94.3%

94.1%

93.0%

92.9%

92.7%

91.9%

90.0%

86.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日々の授業

大学や専門学校へのオープンキャンパス

社会人のマナーや常識の学習

進学先（大学・専門）の進路相談

大学や専門学校の先生の講話・講演

大学や専門学校への体験入学

職場の見学

職場の就業体験

自己分析や職業適性を見つめる学習

将来の職業選択や人生設計の進路相談

社会人や職業人の講話・講演

ボランティア活動

学ぶことや働くことの意義の授業

卒業生の話し

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

部活動

クラスの委員会活動や生徒会活動

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった
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3.6.3 高校時代に、キャリアを考える上で体験したかった学習や活動、指導（複数選択） 

 
「職場見学」が最も多く 66.7％の学生が挙げた。次いで、「学ぶことや働くことの意味」57.8％、「就業体験」

55.6％、「働くことのつらさや喜び」53.3％を挙げた。 

 

 
 

  

66.7%

57.8%

55.6%

53.3%

42.2%

42.2%

37.8%

35.6%

31.1%

22.2%

22.2%

20.0%

20.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリアルに

見学したかった（職場見学）

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けたかった

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった（就業

体験）

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

卒業生の話しが聞きたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

体験したかった学習や活動、指導
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3.6.4 現在の大学・専門学校に進学した理由（複数選択） 

 

70％以上の学生が、「観光の勉強（73.3％）」「語学（71.1％）」をあげた。 

 

 
  

73.3%

71.1%

40.0%

35.6%

35.6%

33.3%

31.1%

17.8%

13.3%

6.7%

2.2%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

観光の勉強をしたかったから

語学を身に付けたかったから

留学をしたかったから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

観光業界は将来性があると思ったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

自分の学力に合っていたから

高校の先生の勧めがあったから

第一志望の進学先に落ちたから

現在の大学・専門学校に進学した理由
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3.6.5 就職先として興味のある業界・職種 

 
「強い希望がある」が 10％を超えた業界・職種は、航空（51.1％）、語学（46.7％）、宿泊（28.9％）、旅行

（17.8％）、スポーツ・レジャー（13.3％）、ブライダル（11.1％）だった。 

「やや興味がある」を合わせると、語学（84.4％）、宿泊（82.2％）、航空（80.0％）、旅行（62.2％）、ブライダル

（55.6％）、ツアーガイド（51.1％）だった。 

 

 
 

  

51.1%

46.7%

28.9%

17.8%

13.3%

11.1%

8.9%

8.9%

6.7%

4.4%

4.4%

2.2%

2.2%

2.2%

2.2%

2.2%

0.0%

0.0%

28.9%

37.8%

53.3%

44.4%

24.4%

44.4%

42.2%

33.3%

13.3%

35.6%

28.9%

37.8%

31.1%

11.1%

13.3%

11.1%

22.2%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

航空業界（CA,GS,GHなど）

語学を使う仕事

宿泊業界（ホテル・旅館など）

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

スポーツ・レジャー業界

ブライダル業界

ツアーガイド

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

IT業界（プログラマー・SEなど）

公務員系（国県市町村職員など）

教育・福祉関係

金融業界

飲食業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

建築業界

インフラ系（電気・ガス・通信）

医療業界

製造業界（機械・食品など）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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3.6.6 自覚している「社会人基礎力」と「キャリア形成力」 

 
※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために

必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げる「キャリア

形成力」のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難

な「非認知能力」である。 

 

 

「社会人基礎力」は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チームワ

ーク）の３分野からなる。 

この３分野と「キャリア形成力」に対応する質問項目は以下の通り。 

 

前に踏み出す力（アクション） 

 
人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性） 

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力（働きかける力） 

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力（実行力） 

 

考え抜く力（シンキング） 

 
目標を達成するために解決すべき問題を見つける力（課題発見力） 

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力（計画力） 

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力（創造力） 

 

チームで働く力（チームワーク） 
 

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力（発信力） 

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力（傾聴力） 

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力） 

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する力（状況把握力） 

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力（規律力） 

 

キャリア形成力 
 

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力（情報収集力） 

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力） 

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力（説得力） 

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力（プレゼン力） 
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11.1%

15.6%

13.3%

13.3%

20.0%

17.8%

11.1%

28.9%

44.4%

26.7%

55.6%

17.8%

31.1%

20.0%

15.6%

68.9%

55.6%

55.6%

64.4%

53.3%

64.4%

60.0%

71.1%

51.1%

60.0%

42.2%

57.8%

53.3%

57.8%

64.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないこ

とを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力（働きかける力）

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律力）

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたり

する力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理

解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない

＜社会人基礎力とキャリア形成力＞ 
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3.7 Irc インターナショナルリゾートカレッジ アンケート調査結果 

 
3.7.1 調査概要 

日時 令和 6 年 11 月 5～7 日 

方法 web 調査 

対象 irc インターナショナルリゾートカレッジ １年生 32 名 2 年生 28 名 3 年生 2 名 

 人数 62 名 
 

3.7.2 高校時代に、キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導などの体験 

 
オープンキャンパスは学生全員が体験しており、90.5％の学生が役に立ったと回答した。 

一方、大学や専門学校の体験入学、ボランティア活動、職場の見学、部活動の経験がない学生が 40％を超えた。 

 

 
 

  

90.5%

89.3%

89.3%

83.3%

83.3%

82.1%

81.0%

79.8%

77.4%

71.4%

69.0%

69.0%

64.3%

56.0%

56.0%

56.0%

51.2%

46.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学や専門学校へのオープンキャンパス

自己分析や職業適性を見つめる学習

日々の授業

将来の職業選択や人生設計の進路相談

社会人のマナーや常識の学習

学ぶことや働くことの意義の授業

進学先（大学・専門）の進路相談

社会人や職業人の講話・講演

卒業生の話し

大学や専門学校の先生の講話・講演

クラスの委員会活動や生徒会活動

高校の先生の話し

模試などの大学や専門の合格可能性

職場の見学

ボランティア活動

職場の就業体験

部活動

大学や専門学校への体験入学

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった 経験がない
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未体験のものを除いた「役に立った-役に立たなかった」比率は、以下の通りになった。 

 
 

  

97.2%

95.1%

95.0%

94.9%

94.6%

94.0%

94.0%

93.2%

93.1%

91.9%

91.5%

90.9%

90.4%

90.0%

88.7%

86.6%

86.0%

84.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会人のマナーや常識の学習

大学や専門学校への体験入学

自己分析や職業適性を見つめる学習

大学や専門学校へのオープンキャンパス

将来の職業選択や人生設計の進路相談

職場の見学

職場の就業体験

学ぶことや働くことの意義の授業

社会人や職業人の講話・講演

進学先（大学・専門）の進路相談

卒業生の話し

大学や専門学校の先生の講話・講演

日々の授業

模試などの大学や専門の合格可能性

ボランティア活動

クラスの委員会活動や生徒会活動

部活動

高校の先生の話し

高校時代キャリアを考える上で役に立った学習や活動、指導について

役に立った 役に立たなかった
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3.7.3 高校時代に、キャリアを考える上で体験したかった学習や活動、指導（複数選択） 

 
「職場見学」が最も多く 69.0％の学生が挙げた。次いで、「就業体験」51.2％、「学ぶことや働くことの意味」が

46.4％だった。 

 

 
 

  

69.0%

51.2%

46.4%

39.3%

38.1%

36.9%

36.9%

35.7%

28.6%

28.6%

27.4%

19.0%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

現場で働く人の、普段見る事ができない様子をリアルに

見学したかった（職場見学）

現場で働く人に混じって、一緒に働いてみたかった（就業

体験）

学ぶことや働くことの意味を考える授業を受けたかった

社会人のマナーや常識について学びたかった

働くことのつらさや喜びについて学びたかった

自己分析や職業適性を見つめる学習がしたかった

大学や専門学校の比較の仕方について学びたかった

職業人の講話・講演が聞きたかった

大学や専門学校の先生の講話・講演が聞きたかった

卒業生の話しが聞きたかった

将来の職業選択や人生設計の方法を学びたかった

進学先（大学・専門）の進路相談が受けたかった

産業の仕組みや世の中の仕事について学びたかった

体験したかった学習や活動、指導
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3.7.4 現在の大学・専門学校に進学した理由（複数選択） 

 

60％以上の学生が、「特定の職業に就きたかったから（65.5％）」をあげた。 

 

 
  

65.5%

47.6%

40.5%

29.8%

27.4%

27.4%

26.2%

8.3%

7.1%

4.8%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特定の職業（CA・GSなど）に就きたかったから

語学を身に付けたかったから

観光の勉強をしたかったから

ホスピタリティを身に付けたかったから

留学をしたかったから

自分の長所が生かせると思ったから

観光業界は将来性があると思ったから

自分の学力に合っていたから

第一志望の進学先に落ちたから

地域の歴史や文化の勉強をしたかったから

高校の先生の勧めがあったから

現在の大学・専門学校に進学した理由
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3.7.5 就職先として興味のある業界・職種 

 
「強い希望がある」が 10％を超えた業界・職種は、航空（63.1％）、語学（39.3％）、宿泊（26.2％）、旅行

（23.8％）、ブライダル（16.7％）、スポーツ・レジャー（14.3％）だった。 

「やや興味がある」を合わせると、航空（76.2％）、語学（75.0％）、旅行（70.2％）、宿泊（57.1％）、ブライダル

（56.0％）、飲食（34.5％）、スポーツ・レジャー（33.3％）だった。 

 

 
 

  

63.1%

39.3%

26.2%

23.8%

16.7%

14.3%

6.0%

6.0%

4.8%

4.8%

3.6%

3.6%

2.4%

1.2%

1.2%

1.2%

1.2%

0.0%

13.1%

35.7%

31.0%

46.4%

39.3%

19.0%

19.0%

28.6%

21.4%

22.6%

8.3%

20.2%

15.5%

10.7%

14.3%

11.9%

7.1%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

航空業界（CA,GS,GHなど）

語学を使う仕事

宿泊業界（ホテル・旅館など）

旅行業界（旅行会社・旅行代理店など）

ブライダル業界

スポーツ・レジャー業界

公務員系（国県市町村職員など）

飲食業界

教育・福祉関係

建築業界

ツアーガイド

IT業界（プログラマー・SEなど）

金融業界

クリエーター（web・動画・ゲームなど）

医療業界

流通業界（卸売・スーパーなど）

製造業界（機械・食品など）

インフラ系（電気・ガス・通信）

業界・職種の興味関心度

強い興味がある やや興味がある 興味はない まだわからない
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3.7.6 自覚している「社会人基礎力」と「キャリア形成力」 

 
※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために

必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げる「キャリア

形成力」のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難

な「非認知能力」である。 

 

 

「社会人基礎力」は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チームワ

ーク）の３分野からなる。 

この３分野と「キャリア形成力」に対応する質問項目は以下の通り。 

 

前に踏み出す力（アクション） 

 
人から言われるのではなく、やらないといけないことを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体性） 

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に行動する力（働きかける力） 

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定して粘り強く行動する力（実行力） 

 

考え抜く力（シンキング） 

 
目標を達成するために解決すべき問題を見つける力（課題発見力） 

目標を達成するための方法やするべきことの順番を考えて準備する力（計画力） 

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考える力（創造力） 

 

チームで働く力（チームワーク） 
 

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解してもらえるように伝える力（発信力） 

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちんと理解して聞く力（傾聴力） 

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考えや立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力） 

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのかを理解する力（状況把握力） 

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動する力（規律力） 

 

キャリア形成力 
 

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたりする力（情報収集力） 

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力） 

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力（説得力） 

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力（プレゼン力） 
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31.0%

35.7%

33.3%

40.5%

38.1%

32.1%

31.0%

51.2%

48.8%

42.9%

59.5%

36.9%

46.4%

39.3%

41.7%

50.0%

38.1%

45.2%

41.7%

44.0%

52.4%

44.0%

41.7%

46.4%

47.6%

36.9%

47.6%

46.4%

42.9%

38.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人から言われるのではなく、やらないといけないこ

とを見つけて、自分から進んで取り組む力（主体

性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力（働きかける力）

言われたことをやるだけでなく、自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について、解決方法を工夫して考

える力（創造力）

自分の考えをわかりやすく整理して、相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って、人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに、自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律力）

自分に必要な情報や資料を探したり、選びだしたり

する力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理

解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚している社会人基礎力とキャリア形成力

ある ややある あまりない ない

＜社会人基礎力とキャリア形成力＞ 
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3.8 委員意見 

 
＜事業報告に関して＞ 

・キャリア育成に対し、より効果を得るためにはホテルやブライダル、旅行といった業界が連携して初めに職場

見学、次に職業のやりがいを知る講話、ジョブシャドウウィングといったように段階的にプログラムへ反映する

と良いと思う。 

 

・生徒との打ち合わせでは見どころをあえて説明している。現場ではお客さまだけではなく、職員から「ありがと

う」と言われた回数も数えてもらう。 

 

・教職員全員が業界出身者でありプロフェッショナルとしてのマインドを含め、毎年ブラッシュアップの研修を企

業に協力してもらい実施している。教職員１人ひとりが大学との住み分け、また専門教育に集中していく意識

を持って授業・広報活動を行っている。 

 

・アンケート結果は「入り口」であり、この意識が卒業時にどう変化しているか。興味があり、希望する業界で就

職しているかを比較できればより精度の高い結果がわかると思う。 

 

・業界、職種の興味や関心という点で、語学を使う仕事は２番手となっている。飲食やツアーガイドなど語学を使

用する職業は多様性がある。ホテル業界において、語学は出来るに越したことはない。翻訳アプリなどを使う

ことで対応できることも増え、かなり改善されストレスは減ったもののお客さんの安心感は全く違う。少なくて

も英語、ある程度で構わないので第二外国語ができる方は間違いなく望ましい。インバウンドも増え続け、現

場からも声が上がりつつある。 

 

・コロナ禍により、語学が求められる結婚式が一気に無くなった。以前の採用では英語や中国語の求める基準

があったが、今は全くない。観光業界ではインバウンドが戻ってきているが、ウエディング分野には依然戻って

きておらず、語学を発揮できる場がない。 

 

・空港業界は語学力は必要。国際線を希望する人は語学に強い方が多い。意外と国内線でも外国語を使用す

ることが多く、学んでおけばよかったという声も上がっている。 
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＜事業全体に関して＞ 

・職場や学校の見学は機会がなければなかなか行くことができない。中学や高校を含め、こういった機会をでき

る限り早いうちで用意できれば良いと思った。本校も依頼があった場合には快く協力できる環境を整えたい。 

 

・アンケートの結果に「今どきの若者」という感覚が表れていると感じた。以前に比べてお利口な子が増え、自分

からグイグイ来るタイプが減っていると感じている。 

 

・学生たちからは職場見学やインターンシップが勉強になった、希望したい、といった結果だったがコロナ禍から

進学校を中心にインターンシップのプログラムが削られている。これは逆行であり、学校は止めてほしくない。

とても重要なプログラムである。商業高校など専門高校だけではなく、普通高校にもこのようなプログラムは

必要だと改めて感じた。 

 

・現場で働く普段のリアルを見学したい、一緒に働いてみたい、といった声は我々が業界で提供できるインター

ンシップの１つだと思う。また働くことの辛さや喜びについて学びたかったという部分まで考えている事に感心

した。 

 

・「常に人からどう見られているか意識すること」という数字が高かった。この世代は自分の意見をあまり言わな

い人が多いが、改めて現場で働くスタッフを見て「やらなければいけない」と思ったと感じた。 

 

・沖縄の観光産業を含め、人を育てるには体験学習や職場体験といった授業が高校でも必要だと強く感じる。

今後、当社でも職場体験の回数を増やした方が良いと感じた。 

 

・観光分野はコロナ禍で大きな打撃を受け、学生たちのイメージにもいろいろな変化があった。盛り返してきてい

る実感があり、今後もイメージは大きく変化すると思う。 

 

・アンケートで航空業界の数値が高かったのは嬉しい。反面、シフトの形態などで３年目に転職を考えてしまう現

状もある。いかに長く勤めてもらえるかを考えないといけない。 

 

・今回は対象が高校生だったが、中学生の声も聞いてみたいと思った。以前、中学生の職場体験を受け入れた

際、保護者を招いた発表会があった。その発表を通じて、コロナ禍後の様子を知ってもらえた。空港関係の仕

事はもう無いという認識が保護者に広まり、航空業界を希望する子どもの進路に不安を持つことがある。この

ような場を増やし、学生や保護者に観光業に対する安心とこれからの未来を知ってもらいたい。 
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4 第三回連携プログラム開発検討委員会 
 

令和 6 年度事業報告と令和 7 年度事業計画、事業後半に向けた観光人材育成に関する意見交換を行った。 
 

4.1 観光系大学専門学校生のキャリア教育実態調査結果 

 
4.1.1 沖縄キリスト教学院大学 グループ面接調査結果 

 
調査概要 

日時 令和 6 年 11 月 11 日 15：00～16：00 

方法 グループ面接 

対象 沖縄キリスト教学院大学 １年生 

 人数 9 名（3 名 1 グループ×3） 

 面接 仲宗根、広原 

 

4.1.2 高校時代に、キャリアを考える上で一番役に立った学習や活動、指導などの体験 

 

地域活動です。中城の津覇に根ざした伝統文化（津覇エイサー）を守る活動に参加し、進学して伝統文化につ

いて学びたいと思いました。 

-- 

オープンキャンパスです。他学科の先輩と話して大学で何を学ぶか、自分は何を目指しているのかを固める

事ができました。 

-- 

高校の授業です。英語が好きだったので外国人に向けて「OKINAWA」をどう伝えていけばよいか、観光に

興味を持ちました。 

-- 

総合の時間でやっていた色々な職業に就く人のお話しを聞く職業講話が一番役に立ちました。普段みること

のない、知らなかった仕事を知る事ができてよかったです。 

-- 

家族旅行です。旅行で宿泊するホテルによって特徴や印象が違いとても興味をもつことができました。それ

で、人を笑顔にする仕事や観光を勉強したいと思い進学しました。 

-- 

オープンキャンパスです。グループで先輩の話を聞いて大学の雰囲気を知ることができました。また、大学の

先生の体験講義を受けて、とてもわかりやすく、おもしろい！と思いました。 

-- 

高校の授業です。もともと法律や経済系がいいかなとなんとなく思っていましたが、政経の授業を受けてみて

違うなと思いました。それで、少しでも興味がわきそうな学部を考えました。 

-- 

高校のフィールドワークで行った勝連城跡などで沖縄の歴史を学ぶうちに観光に興味を持ちました。 

-- 

 

校内活動では職業講話、校外活動ではオープンキャンパスやフィールドワーク、個人活動では地域

活動や旅行などが挙がった。校外活動に共通することは、「体験」による体感刺激でありキャリア形成

に大きなインパクトを与えている。 
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4.1.3 高校時代に、キャリアを考える上で一番体験したかったこと 

 
クラスでなりたい職業の希望を聞いて、その職業に就いている人の話しを聞ける時間があったらいいなと思

います。 

-- 

オープンキャンパスで、ホームページやパンフレットに載っていないような講義の雰囲気や進め方、大学や学

生の雰囲気を在学中の先輩から聞きたかったです。 

-- 

できるかどうかは別にして、高校に各大学の人が集まって一度に比較できるような会があればいいなと思い

ます。 

-- 

希望する仕事現場の見学や体験をしたかったです。 

-- 

全ての大学のオープンキャンパスに行ってそれぞれの大学の比較をしたかったです。 

-- 

総合の時間で適職診断とか自己分析などをやりましたが、あーそうなんだと思っただけで、結果を次につなげ

る活動がなかったのが残念です。できれば、診断や分析結果を一歩深める職場見学や職業調べなどがあれば

よかったです。 

-- 

例えば、ホテルで働くことの良い点（やりがいとか）だけでなく、悪い点（きつさ、つらさなど）を働いている人か

ら直接聞きたいです。これは、高校の時だけでなく今でも聞きたいです。 

-- 

 

 

進路を決定するときは進路先の体験、キャリアを選択するときは職業人による講話や見学などの体

験を求めている。これらは、情報を「自分ごと」に落とし込む体験、つまり、『未知の世界に自分を置く追

体験』を求めているといえる。 
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4.1.4 これからの大学生活でジョブシャドーイングをするとしたら、どんな職業で体験したいですか 

 
ツアーガイドさんについてシャドーイングがしたいです。コミュニケーションの取り方や専門知識の深さ、大変

さ、楽しさやおもしろさなどを肌で感じてみたいです。 

-- 

企業や官庁、消費者にモノやサービスを売る、営業職がみてみたいです。管理職の仕事などにも興味があり

ます。 

-- 

ホテルや旅行業者などだいたい何をしているか想像がつく仕事ではなく、観光地を裏から支えている普通見

ることができない職業を見てみたいです。 

-- 

ＣＡに興味があるので、機内での仕事以外の地上での仕事を見てみたいです。 

-- 

ＣＡ以外の空港に関連する仕事や通訳ガイドの職業を見てみたいです。 

-- 

バスガイドやツアーガイドの仕事をみて、おもてなしの心がどう行動に表れているかを観察したいです。 

-- 

リゾートホテルのフロントやベルマンがアルバイトでは体験できないと思うのでシャドーイングがしてみたいで

す。 

 

 
 

ツアーガイド、ホテル（フロント・ベルマンなど）、ＣＡの地上業務、観光地を支える職業、ガイドなど、

幅広い職業が挙がった。 

 

 

 

 

  



  ４ 第三回連携プログラム検討委員会 

126 

 

4.1.5 これからの大学生活でインターンシップをするとしたら、どんな職業で体験したいですか 

 
ホテルの仕事は是非経験したいです。とくに裏を知りたい。 

-- 

ＧＳを経験したいです。 

-- 

リゾートホテルに興味がありますが、家から近い場所がいいです。 

-- 

もともと広告に興味があったので、広告代理店や印刷会社でインターンシップしてみたいです。 

-- 

 

ホテル、ＧＳ、ホテル、広告代理店が挙がった。 

 

 
 

4.1.6 その他（就職をする際に重視したいことを 3 つ教えてください） 

 

安定性、給料、将来性です 

-- 

仕事内容、職場の雰囲気、給料です 

-- 

働きやすさ（雰囲気や福利厚生）、休みや残業、キャリアアップです。 

-- 

やりがい、給料、福利厚生です。 

-- 

給料、仕事の楽しさ、場所（沖縄県内のみ）です。 

-- 

ひとつのところで長く続けたいと思っているので長く働けそうなところ、場所（日本国内）、給料です。 

-- 
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4.2 インターナショナルリゾートカレッジ グループ面接調査結果 

 
調査概要 

日時 令和 6 年 12 月 13 日 13：15～14：20 

方法 グループ面接 

対象 インターナショナルリゾートカレッジ １年生 

 人数 9 名（3 名 1 グループ×3） 

 面接 仲宗根、広原 

 

4.2.1 高校時代に、キャリアを考える上で一番役に立った学習や活動、指導などの体験 

 
オープンキャンパスです。学校の雰囲気を体感することができました。先輩の生の声が聞けてよかったです。 

-- 

ホテルにいろいろな大学が集まって話しが聞ける機会と、ＯＣではなく個別相談会が役にたちました。パンフ

やＳＮＳだけではわからない雰囲気がよくわかりました。先生の学生の近さとか日常感がわかります。 

-- 

オープンキャンパスや空港見学です。ＣＡに関する職業内容もよくわかりました。 

-- 

OC が役に立ちました。もともとブライダルやホテルに興味があったので OC にいくつか行きました。OC では

先生と生徒の仲の良さ、充実した設備など専門学校の雰囲気を知ることができました。 

-- 

航空業界に興味があったのでネットで調べたことが役に立ちました。いろいろなところを調べました。 

-- 

OC です。私はブライダルに興味があったので OC にきて設備にびっくりしました。 

-- 

ＯＣです。県外の専門学校を探していて 3 箇所くらい候補を絞ってＯＣに参加しました。 

-- 

ＯＣが役に立ちました。ＯＣでは施設の見学ができてよかったです。 

 

 

 

キャリアを考える上では、印刷物や動画から視聴するものよりも、その場の雰囲気がわかる生の体

験が重要であることがわかった。自分をその場に置く（臨場感を感じる）体験が役立っている。 
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4.2.3 高校時代に、キャリアを考える上で一番体験したかったこと 

 

自分の興味のある業界が勉強できる授業があればよかったなと思います。たとえば、実際の見学をして

雰囲気を感じることができたらよかったと思います。 

-- 

業界や職場の現実がわかる見学があればよかったです。 

-- 

高校時代は見学して雰囲気を知ったりしたかったです。 

-- 

自分がやりたいことがわからない人のために企業研究をする前に世の中の仕事や企業について知る機

会があればよいと思います。 

-- 

キャリアとは少し違いますが、進学する高校によって将来の職業の選択肢が大きく変わってきます。です

ので、中学で高校を選ぶときに大まかな進路を考えるような勉強があるといいと思います。 

-- 

私の通った高校はみんなが大学にいくのが当たり前の高校だったので、キャリアや職業を考える授業が

ありませんでした。少しでもあったらよかったです。進路指導室にも大学の資料しかありませんでした。 

-- 

高校時代は、敬語の使い方などのマナー研修が役に立つと思います。 

-- 

 

 

進路がしぼれない層への対応を望む声があった。 
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4.2.4 これからの学生生活でジョブシャドーイングをするとしたら、どんな職業で体験したいですか 

 

アパレルの仕事を体験したいです。話し方とか、お客様への商品のおすすめの仕方などコミュニケーショ

ンの取り方を学びたいです。 

-- 

ＧＳをしたいです。幅広い年代の方々へのコミュニケーションを学びたいです。 

-- 

ＣＡをしたいです。地上勤務を見てみたいです。 

-- 

すでに志望する職業に関する多くの現場を体験させてもらっているので特に希望はありません。 

 

 
4.2.5 これからの学生生活でインターンシップをするとしたら、どんな職業で体験したいですか 

 

ＣＡを経験したいです。自分に足りないところを知りたいです。 

-- 

ブライダル業界でインターンシップをしたいです。どう人を喜ばせ、どう感動をどう与えているのか体験したい

です。 

-- 

すでに志望する職業に関する多くの現場を体験させてもらっているので特に希望はありません。 

 

 

 

多くは希望する職種を希望したが、業界は異なるがホスピタリティや接客が共通するアパレルやブラ

イダルを希望する声もあった。 
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4.2.6 その他（中学生・高校生の時に行った職場体験を教えてください） 

 
中学1年のときにモスバーガーにいきました。衛生面に気をつけながら自分用のハンバーガーをつくりました。

実際に厨房に立ったのは 2 時間くらいだったとおもいます。 

-- 

中学１年のときにモスバーガーに３日間いきました。印象に残っているのは挨拶をしっかりすることです。 

-- 

中学校で、保育園にいきました。園児と一緒に過ごし、散歩をしたり、給食を食べたりしました。お昼寝の時間

は、イベントの準備をしました。 

-- 

映画館に 3 日間いきました。1 日目は実際に映画を見て客として映画館を体験して、2 日目と 3 日目は、清

掃や商品の陳列、接客など従業員の人について仕事を体験しました。 

-- 

同じく中学１年のときにエンダーに３日間いきました。実際にパテを焼いたり、ハンバーガーをつくったり、お客

様に商品をもっていったりしました。 

-- 

私は中学校では保育園に３日間、高校でモスに３，４日間いきました。よかったことは、私には保育士はできな

いことがわかったことです。 

職場体験は中学一年のメインイベント、中学２年は修学旅行、中学３年は受験のような流れで、楽しむイベント

になっていたので、将来の仕事選びに影響はしなかったです。 

-- 

高校の時は、動物病院の見学を 1 日しました。電話対応や窓口対応、診察室以外の見学をしました。 

 
 

 

中学の職場体験は 1 年生の行事で、調査した中ではバーガーショップと保育園しか挙がらなかっ

た。高校の職場体験は行われていない学生が多かったが、これはコロナの影響であろう。 

中学高校の職場体験は、特別活動の行事として印象に残っており、その後の職業観やキャリア形成

に大きな影響を与えていないことがわかった。 
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4.3 R６年度の事業総括と R７年度事業に向けた意見交換 

 

・体験することの大切さを感じた。昨日沖縄女子短期大学の学生をジョブシャドウイングで受け入れた。職場体験より
働く従業員を見てもらうことを重視し、子育てをしながら働く女性マネージャー等３名のキャリアを見てもらった。 
 
・報告から積極的に自分の将来について真剣に向き合っていることが分かった。昨年から就職のプロセスや動向を把握す
るために県内の大学を訪問している。進路や就職活動の方法はパンフレットや動画を信頼しきって行っていると伺った。
観光系学生は積極性が高いと知った。 
 
・アンケート結果では航空業界への興味や関心が高く、強い希望があるという数字が 50％を超えているが実際に説明
会を行うとブースに来る学生は少ない。 
 
・今回のアンケート実施先が観光系に興味が高い学生が多い点が結果に出たと思う。高校生が接する「大人」は家族
や先生など限られる。空港等で働く親戚などがいると興味が寄っていくと思う。中学生あたりまで広げて世の中の仕事
をもっと知るきっかけ作りが必要だと感じる。 

 
・アンケートの回答者は将来の進路を考え、専門的知識をある程度持っていると思う。「自身の将来を考える場合、どの
ような機会があると良いか」といったアンケートを高校生に対して実施しても良いのでは。現実的なヒントに近づくと感じ
る。 

 
・一定の知識や経験が無いと想像やイメージすることが難しい。体験することの大切さを感じる。我々も学校だけでなく、
企業の力を借りてより実践に沿った授業を進めることが大切。 

 
・「何も知らない」ということを前提にして授業やキャリア教育を行うことが大事だと実感した。コロナ過の影響で自身も子ど
もたちをどこへも連れていくことが出来なかった。彼らは携帯電話等を通じて多くの情報を得ているが自分自身の体験
ではない。このような「生きた体験」をさせたい。 

 
・コロナ過の影響で職場見学は中止になっている。なかなか受け入れ先が難しいといった理由もあると思う。インターンシッ
プに代わるものを各高校で取り組んでいる。リゾート観光科の生徒ではあるが、半数以上が観光系に就職するわけで
はない。週末にホテルでアルバイトしている生徒もいるが、高卒就職する子はそこまでいない。多くは専門学校や大学
へ進学する。就職希望の生徒には応募前に企業見学を行っている。実際に雰囲気を見てから応募を決めている。こ
れがジョブシャドウイングに近いのではと感じる。 
先日、観光系の会議に参加した際に県やコンベンションビューローがさまざまな企画を行っていることを知った。これら情
報を取りまとめて高校へ伝えてもらえると進路指導がやりやすい。私たちまでそのような情報の共有ができていない。 
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・委員会で報告される細かい調査結果は、とても良い内容で自身の学びにもなる。せっかくの良い取り組みが縦割りで横
の連携が繋がっていないと思う。単発で終わらせず業界にも共有して巻き込んで次年度も観光人材の育成に繋がって
ほしい。 

 
・今月、コンベンションビューローの依頼で中学２年生を対象に職業紹介の依頼を受けた。このような情報を連携し、多く
の業界で実施出来れば良い。高校生だけではなく、中学生にも職業を知ってもらう機会をもっと増やしていきたい。空
港での体験は難しい部分もあるが、なるべく受け入れられるように実施していきたい。 

 
・生徒たちには近い先輩たちから多くの情報を得ている。コロナ過により就職がほぼ無かった時期がある。少し上の世代が
楽しく働いているプラスで前向きな情報を多く発信してもらえると嬉しい。先輩インタビューの動画教材はとても良い。生
徒たちにも伝えたいので教材開発をお願いしたい。 

 
 



５ 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に実施した実証授業・調査 
 

133 

 

5 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に実施した実証授業・職業意識調

査報告 
 

5.1 具志川商業高校職業意識プログラム調査 
 プログラム前 

日時 R6 年 5 月 29 日  

  対象 リゾート観光科 2 年生 

  人数 38 名（男 1 女 37） 

 

 プログラム後 

日時 R7 年 1 月 17 日  

  対象 リゾート観光科 2 年生 

  人数 36 名（男 1 女 35） 

 

 

5.1.1 将来の生き方や進路についての保護者との会話 
 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」と回答した割合

は約 8 割だった。また、全国と比較すると「よく話し合っている」がやや低かった。 

※全国データは、高校２年生女子のデータ（以下同じ） 

 

 

 

 
図 1 将来の生き方や進路についての保護者との会話 
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5.1.2 将来希望する職業を決めているか 
 

将来希望する職業を、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合は 43.2％だった。

全国の半数以上（52.2％）に対し低かった。 

 

 
 

 
図 2 将来希望する職業を決めているか 
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5.1.3 「仕事」「働くこと」のイメージ 
 

「楽しい」について、「とてもそう思う」が 84.2％で全国（75.8％）と比較すると多い。 

 
 

 
図 3 「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

 

「苦しい」について、「とてもそう思う」が 73.7％で、全国（87.9％）と比較すると少なかった。 

 

 

 
図 4 「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」 
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「やりがいがある」について、「とてもそう思う」が全国と比較すると 10％高かった。 

 
 

 
図 5 「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

 

「つまらない」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 29.7％で、全国の 23.9％より高かった。 
 
 

 
図 6 「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 
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「生活のため」について、「とてもそう思う」が 8 割を超え、全国より多かった。 

 
 
 

 
図 7 「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

「社会人としての義務」について、「とてもそう思う」が 44.7％で全国よりも高かった。 
 

 

 
図 8 「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 
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働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 
 

ほぼ全国と同じ傾向だったが、「とてもそう思う」の回答数が全国より多く、はっきりとしたイメージを持

っていることがわかった。 
 
 

 
図 9 「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 
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5.1.4 職業を選ぶにあたって重視すること 
 

「収入」について、「とてもそう思う」が全国（55.9％）と比較すると高かった。 

 

 

 

 
図 10 職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

 

「社会的地位」について、「とてもそう思う」が 18.4％で全国（8.8％）と比較すると約 2 倍多かった。 

 

 

 
図 11 職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 
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「安定性」について、73.7％で全国（67.7％）と比較すると高かった。 

 

 

 

 
図 12 職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 78.9％で、

全国（72.3％）と比較すると高かった。 

 

 

 
図 13 職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」 
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「自分の興味や好みに合っていること」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」共に全国と同程度だ

った。 

 

 

 

 
図 14 職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、「とてもそう思う」が全国（38.0％）と比較して低かった。「あま

りそう思わない」は全国の２倍以上だった。 

 

 

 
図 15 職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 

 

 

  

60.5%

63.8%

31.6%

31.3%

7.9%

4.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

具志川商業

全国

職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

23.7%

38.0%

50.0%

49.6%

26.3%

11.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

具志川商業

全国

職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない



５ 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に実施した実証授業・調査 
 

142 

 

 

「能力を発揮できること」について、「とてもそう思う」が全国（42.2％）と比較して若干低かった。 

 

 

 
 

図 16 職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、「とてもそう思う」が 47.4％で全国と似た傾向だ

った。 

 
 

 
図 17 職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とてもそう思う」が 86.8％で、全国（71.5％）より高かっ

た。 

 

 
 

 
図 18 職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、「とてもそう思う」が全国（23.4％）と比較して若干高か

った。 

 

 

 

 
図 19 職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 
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「勤務地の場所」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」と合わせると 9 割を占めた。 

 

 

 

 
図 20 職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 
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職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合をまとめた。 
 

「働きやすいこと」が一位で、全国を 15％上回った。他に全国より高かったのは、「収入」や「社会的地

位」だった。全国より下回ったのは、「働く時間を自由に決める」「能力を発揮できる」だった 

 

 
 

 
図 21 職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要」と回答した割合 
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5.1.5 希望する勤務地 
 

「希望する勤務地」について、「今住んでいる市町村」はゼロで、「県内の市町村」が 7 割を超えた。全国

と比較して県内志向（59.5％）が強い。 

※全国データは、男女比調整データ 

 

 

 
図 22 希望する勤務地 
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5.1.6 仕事に関する意識・考え 
 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、「とてもそう思う」が 36.8％で、全国（20.5％）

の 1.5 倍だった。 

 

 

 
図 23 やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」が 42.1％で、全国（31.3％）の

1.4 倍だった。 

 

 

 
図 24 若いうちはいろいろな仕事を経験したい 
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」が 65.8％で、全国

（49.0％）の 1.3 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 
 

 
図 25 暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「あまりそう思わない」「全くそう思わ

ない」が 28.9％で、全国（17.5％）の 1.7 倍だった。 

※全国データは、男女比調整データ 

 
 

 
図 26 仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 
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「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 39.5％で、全国（17.7％）

の 2 倍以上だった。 

 

 

 

 
図 27 自分の会社や店を作りたい 

 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思う」が 36.8％で全国

（26.7％）を上回った。 

 

 

 

 
図 28 学歴より技術や技能を身につけることが大事だ 
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」が 39.5％で、全国

（26.8％）の 1.5 倍だった 

 

 

 
図 29 周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

 

「地元で仕事や生活をしたい」について、全国と同じ傾向だった。 

 

 

 

 

 
図 30 地元で仕事や生活をしたい 
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、「とてもそう思う」が 31.6％で、全国（41.2％）の４分の 3 だっ

た。 

 

 
 

 
図 31 社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

「できるだけ高い地位につきたい」について、「とてもそう思う」が 23.7％で、全国（8.3％）の 2.9 倍だ

った。 
 

 

 
図 32 できるだけ高い地位につきたい 
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「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思う」が 31.6％で、全国

（22.6％）の 1.4 倍だった。 

 

 
 

 
図 33 よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

「望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ」について、「全くそう思わない」が 15.8％で、全国

（21.4％）より低かった。 

 

 
 

 

 
図 34 望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ 
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仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 
 

「自分の会社や店を作りたい」、「やりたいことに困難があっても挑戦したい」、「できるだけ高い地位に

つきたい」が全国平均と２倍近い差があった。 

「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」、「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」、「学歴

より技術や技能を身につけることが大事だ」、「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」「よりよい

職場があれば積極的に転職した方がよい」が全国より高かった。 

「社会に役立つ仕事をしたい」は全国より低かった 

 
 

 
 

図 35 仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 
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5.2 インターンシップ・ジョブシャドウイング受入企業調査 
 

5.2.1 株式会社 グッドラック・コーポレーション 

 

グッドラック・コーポレーションは、「世界中を幸せに」をコンセプトにハワイ・グアム・バリ・沖縄に、ウエディング

施設を企画・運営をしている。 

沖縄には 2024 年にリニューアルしたザ・ギノザリゾート美らの教会、瀬良垣島教会、白の教会、ザ・ビーチチ

ャペル、太陽が彩る自然の教会、宮古島チャペル、奏の教会がある。 

本社は東京都目黒区、従業員 311 名。 

 
 
日時：2025 年 1/20（月）13：00～13：40 

場所：沖縄県国頭郡宜野座村 株式会社 グッドラック・コーポレーション 

お伺いした方： 

グッドラック沖縄トレーニングチーム チーフ宍井様、崎原様 

 
①インターンシップの受け入れ状況について 

 

Ｑ：受け入れをされている学校・大学数を教えてください。 

 

今年は、専門学校は６校、大学は４大学受け入れました。 

 

Ｑ：受け入れ時期はいつごろでしょうか。 

 

実際にお客様の打ち合わせや準備、挙式、披露宴といった生の現場でシャドウイングをしていただ

いておりますので、挙式が多い９月から１１月が多いのですが、２月３月、５月の受け入れ実績もありま

すのでご希望があれば対応させていただきます。 

 

Ｑ：受け入れ期間はどのくらいでしょうか。 

 

３日間の方もいらっしゃいますし、３週間や１カ月、２カ月の方もいらっしゃいます。 

 

Ｑ：１年間の受け入れ人数はどのくらいでしょうか。 

 

コロナ前は１年に２０人くらい、コロナ後は１０人くらいでしょうか。 

 

Ｑ：対象となる学年は何年でしょうか。 

 

大学だと、２、３年です。専門学校生は１年からやっています。 
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②インターンシップの内容について 

 

Q:一回のインターンシップでは何人の受け入れをされていますか。 

 

１対１で行っているので、一度に２、３人です。どのチャペルにシャドウイングができるベテラン社員（入

社３年以上）がいるかも年によって違うので、そのあたりは変動することがあります。 

 

というのも、入社１年の社員にシャドウイングをしてもらうと、その社員が緊張したり、いつもと違って

しまったりすることがありますので、ある程度経験を積んだ社員に担当してもらっています。 

 

Ｑ：お客様がいらっしゃる現場を直接体験できるのでしょうか。 

 

はい。お客様との打ち合わせやアイスブレークの現場や、実際の挙式、披露宴を基本的に社員１人に

対して学生さん１人がずっと後ろで体験していただいています。 

 

Ｑ：１対１でずっとシャドウイングをされるのは驚きました。 

 

ウエディングは、実際に式を体験していただかないと、良さが伝わらないこともあるのでこのスタイ

ルで行っています。 

 

Ｑ：参加された学生の反応はどうでしょうか。 

 

授業だけでは、実際のお客様のお声とか社員の対応などを学べないので、新郎新婦様とお会いす

ることができてよかったですなど、現場を体験できてよかったですというお声をいただいております。 

 

③中高生の職場見学、職場体験について 

 

Ｑ：中学生や高校生の受け入れはありますか。 

 

高校生の新卒採用は行っていないこともあって、高校生のインターンシップは行っていません。もち

ろん高卒の中途入社の社員もおりますが、他のお仕事を経験されてからの入社になります。 

 

Q：インターンシップは就職に結びつけていらっしゃるということでしょうか。 

 

 はい。インターンシップ＝就職エントリーという位置づけで考えています。 

 

Ｑ：高校生は職場見学などもありませんか？ 

 

チャペルなど会場を見学するだけというのはありますが、お仕事を見学してもらう、いわゆるインタ

ーンシップはやっていません。 

 

見学としては、専門学校さんが沖縄に研修旅行にいらっしゃったときに、沖縄のいくつかのチャペル

を見学されることがありますが、その中のひとつとして私共の会場を見学されることはあります。 
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④インターンシッププログラムについて 

 

Ｑ：受け入れの要請は学校から直接ありますか？ 

 

以前は学校や大学からの依頼に直接対応していましたが、現在は東京本社の人事部で一括対応

し、時期や内容、人数などを本社と打ち合わせしたのちに、学生さんを受け入れています。 

 

Ｑ：学校や大学との事前打ち合わせはありますか？ 

 

インターンシップの目的や学生さんの履歴書をメールで共有するくらいで、基本的に対面などでの

打ち合わせは行っていません。 

学校や大学からは、企業理解と現場の体験の要望をいただいています。 

 

Ｑ：インターンシップで実際にエントリーされる方はどのくらいいらっしゃいますか？ 

 

だいたい７割くらいは面接を受けていただいています。現場で働く姿をみてこの仕事に魅力を感じ

ていただけたのではないかと思っています。 

 

Ｑ：インターンシップ終了後の評価はどうされていますか？ 

 

昨年度から評価シートを作成しています。これは、弊社の内部資料として学生さんのインターンシッ

プでの評価を残し、面接のときの参考にしています。参加された学生さんに対する評価というものは行

っていません。 

 

Ｑ：インターンシップ終了後の学校からのフィードバックはありますか？ 

 

学生さんが書かれた実習レポートを共有していただきたいと思っています。特にインターンシップで

どんな学びがあったのか、イメージしていた仕事と現実のギャップが知りたいと思います。 

 

⑥その他 

 

Ｑ：高校生に働く意義を伝える方法に苦労をしているところですが、何かヒントをいただけませんか？ 

 

私たちも新入社員に対してしっかりとした考えをもってもらいたいと思っていますが、なかなか難し

いですね。 

 

グッドラック・コーポレーションでは、企業理念として世界中を幸せにというものをもっています。世

界中を幸せにするには、まず、働く自分たちも幸せでないといけないという共通した考え方をもってい

ます。 

 

自分たちが幸せになるために必要なことは、働くことと遊ぶことのバランスいわゆるワークライフバラ

ンスをとることではなく、自分が心を熱くすることを持つことだと思っています。スタッフによって、チー

ムで働くことに幸せを感じたり、お客様の笑顔を見ることに幸せを感じたり、いろいろあっていいという

スタンスでいます。それが働く意義につながるのではないかなと思います。 
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Ｑ：シャドウイングを担当された社員さんにはどのような気づきがありますか？ 

 

学生ならではの視点で、私たちが気づかされることも多いです。私たちでは当たり前になっているこ

とも、第三者目線で素直な質問を受けることで、自分たちがやっていたことは特別なことで、誇りをもっ

ていいんだと感じることもありますし、学校で学んでいるブライダルの知識が年々アップデートされて

いるので、私たちが最新の流行を学ばせてもらっていることもあります。 

 

 

Ｑ：KBC 学園では小中学生に職場体験をしていただく取り組みも行っています。ブライダル業界の職場体験の

アイディアとしてどんなことがあるでしょうか。 

 

例えば、弊社のチャペルに来ていただいて、ドレスを着ていただいたり、仕事の説明をさせていただ

くといったことができます。 

 

＜まとめ＞ 

 

受け入れ実績  

インターンシップ：専門６校、大学４大学 

 職場見学：中学、高校 なし 

 

受け入れ時期 

９月、１０月、１１月がメインで、２月、３月、５月も可能 

 

受け入れ期間 

３日間、３週間、１カ月、２カ月など要望に応じる 

 

年間受け入れ人数 

 約１０人 

 

インターンシップ内容 

１対１のジョブシャドウイング 

 

専門学校や大学との事前打ち合わせの有無 

インターンシップの目的や学生さんの履歴書をメールで共有のみ 

 

インターンシップ終了後の学生評価フィードバック 

 なし。面接時に使用する内部資料として評価シートあり。 

 

インターンシップ終了後の学校からのフィードバック 

お礼はあるが、評価的なものはなし。 

 

インターンシップへの要望 

 実習レポートの共有を望む。 

インターンシップでの学びやイメージと現実の仕事のギャップが知りたい。 
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5.2.2 ANA 沖縄空港株式会社 

 

ANA グループの戦略空港である『沖縄・那覇空港と新石垣空港、宮古空港』にて、ANA グループおよ

び国内外の航空会社の旅客ハンドリング事業から、お荷物を運ぶ貨物運送事業、機器・車両の整備・保守

を行う自動車整備事業まで、空港オペレーション全般を担う。従業員数 1269 人 

 

 
 

日時：2025 年 1 月 20 日（月）17：00～17：35 

場所：沖縄県那覇市 那覇空港旅客ターミナル 

お伺いした方：森島様 

 

Ｑ：職場見学やインターンシップを受入れている学校を教えてください。 

 

小中学校は基本的にないですが、たまに従業員のお子様が職場見学をするということはあります。 

高校生は、昨年の南部商業様以外には実施した記憶がございません。 

やはり専門学校や大学が中心になっています。 

 

Q：専門学校や大学は何校くらい受け入れていらっしゃいますか？ 

 

 専門学校は県内の学校で３校です。大学は３大学です。 

 受け入れ時期は、１0 月、11 月、1 月あたりが多いです。 

 

どちらかというと、わたしどもはインターンシップイベントを全国規模で募集し全国から来ていただい

ています。ですので、学校単位ではあまり行っていません。 

インターンシップというと５日間以上のものでないと名乗れないので、私たちはオープンカンパニーと

いうイベントで行い、働くイメージをつけてもらっています。 

 

マイナビで募集をかけ、１回あたり３０人で、夏休み時期と冬休み時期に行い、年間約１２０名ご参加い

ただいています。 
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Q:オープンカンパニーという取り組みは初めてお聞きしました。 

 

コロナ前は航空業界はエントリーを開始するとほんとに多くの学生さんにエントリーいただいていた

のですが、コロナ以降は空港で働く仕事の魅力が伝わりにくくなりエントリー数が激減しました。 

 

学生さんもコロナ禍以降慎重に会社を選ばれていることもありますし、我々としましても就職後のミ

スマッチによる退職を極力少なくしてあげないといけないという思いもあって、オープンカンパニーを

通じて働くイメージをもっていただく機会を設けています。 

 

 
 

Q:オープンカンパニーの参加者の中でどのくらいエントリーされてますか。 

 

 半分行くか行かないかです。 

航空業界の仕事にあこがれていても、見学をしてちょっと違うなとか感じられる学生さんが少なから

ずいらっしゃるんだと思います。 

それはそれで、やってよかったと考えています。これが、入社をした後に気づいてしまうと退職しかな

いので、それを避ける意味でも意味があると思っています。 

 

Ｑ：どのようなプログラム内容でしょうか。 

 

ざっくり仕事の体験をしていただく１day プログラムと、1day プログラムを受けられた方の中からさ

らに深く体験をしていただく２days プログラムを用意しています。 
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Ｑ：２days プログラムの内容は 1day とどう違うのでしょうか。 

 

２days プログラムでは、２日間にわたって、現場の社員の横について過ごしてもらいます。ですの

で、10 名弱くらいの少数で行います。 

朝の朝礼（ブリーフィング）から午前の仕事、昼食、午後の仕事とずっと一緒について２日間体験・体

感していただきます。 
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Ｑ：高校生の職場見学を行うのは可能でしょうか。 

 

基本的に就職活動の一環としてプログラムを行っていますので、専門学校生や大学生が中心になり

ます。高校生の見学はオープンカンパニープログラムの合間ということになると思います。 

時期でいうと、10、11 月、１月くらいになると思います。 

 

Ｑ：内容に関してはどうでしょうか。 

 

見学だけであると、何十人でも受け入れができると思います。ただ、社員とペアになって行うシャドウ

イングのような内容はやはり人数が絞られると思います。 

 

私どもの仕事を行うには資格が必要ですので、実際のオペレーションを行うとか、飛行機を触るなど

はできないので、どうしても、見学やシャドウイングになってしまいます。 

 

Ｑ：例えば１時間だけのシャドウイングは可能でしょうか。 

 

人数次第です。数人ですと可能だと思います。 

 

Ｑ：学校単位でインターンシップを行う場合、学校と事前打ち合わせはされるでしょうか。 

 

学校単位の時は、行います。 

打ち合わせ内容は、主に服装や身だしなみに関する注意点です。 

インターンシップの時に社名が入った反射ベストを着用します。一般のお客様の前にもベストをつけ

て出るので、金髪やピアス、ふさわしくない身だしなみなどをされると、お客様によっては新入社員と思

われることもあるので、そこはお客様からみて違和感のない身だしなみをしていただきたいということ

です。 

 

 

Ｑ：インターンシップを行った後、学校からフィードバックなどはあるでしょうか。 

 

お礼等はいただきますが、フィードバックなどは特にないです。 

 

Ｑ：観光系の学科の学生さんは観光を通して沖縄の発展だったり、お客様に幸せになっていただきたいという気

持ちをもっている学生が多いのですが、他の学科の学生さんはどうでしょうか。 

 

大学生に多いのですが、給料の高さや休みの多さなどで選ぶ学生がやはりいらっしゃるように思い

ます。それがだめだというわけではないのですが、それだけで会社を選んでいくともったいないんじゃ

ないかと思います。やはり、そこはその仕事のやりがいなどを感じていただいて選んでいただきたいな

と思っています。 

 

Q:南部商業の見学の時に、風が強く、ジェット機の轟音の中皆さんが働いている姿を見て高校生たちはすごい

と言っていました。 

 

そうですね。それが大事だと思います。そのような決して快適ではない環境の中で、それでもやり続

けている社員がいて、なぜそれがやり続けられるのか、などと感じ心を動かされて入社してきた社員も

います。 

そのようなことを専門学校や大学ではなく、中学生や高校生の時に触れていれば、進路選択の幅も

広がることは間違いないと思います。 

専門学校や大学を進学する際に見学が生かされるのであれば、ぜひ我々としても取り組んでいきた

いと思っています。  
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Ｑ：高校生にどこの仕事を見学していただきたいでしょうか？ 

 

是非、普段触れることのない、カウンター以外の仕事を見ていただきたいと思います。ハンドリング

や貨物の仕事はなかなか認知されていなくて、カウンターの仕事以外の仕事のおもしろさを紹介した

いです。 

 

Q：ほんとうの裏側の仕事ですね。 

 

  日頃目にすることがない、まさにここに来ないと体験できない仕事です。 

私たち人事が仕事の話しをするよりも、現場の社員に話してもらうことで、高校生もより興味がわく

でしょうし、社員のリフレッシュになるしモチベーションも上がります。 
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＜まとめ＞ 

 

受け入れ実績  

インターンシップ：専門３校、大学３大学 

 職場見学：中学なし、高校は今年南部商業で初実施。 

 基本的に、オープンカンパニーで全国募集が中心。 

 

受け入れ時期 

夏、冬の時期、高校生は１０月、１１月。 

 

受け入れ期間 

１day は職場見学や体験。2days はシャドウイング。 

 

年間受け入れ人数 

 オープンカンパニーは約 120 人 

 

専門学校や大学との事前打ち合わせの有無 

実習にあたっての服装みだしなみについての注意事項 

 

インターンシップ終了後の学生評価フィードバック 

 なし。 

 

インターンシップ終了後の学校からのフィードバック 

お礼はあるが、評価的なものはなし。 

 

職場見学への要望 

是非、カウンター業務以外（グランドハンドリング）の仕事を知っていただきたい。 
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5.2.3 琉球ホテル＆リゾート 

 

2025 年 1 月 21 日（火）11：00～11：30 

沖縄県糸満市 琉球ホテル＆リゾート 

お伺いした方 仲宗根様 

 

Ｑ：職場見学やインターンシップの受入状況を教えてください。 

 

小学校、中学生、高校生に関しては、職場見学もインターンシップもありません。依頼自体がない

です。ただ、地元の小学校から職業講話の依頼があり、ホテルの仕事内容などお話をさせていただ

いています。高校への就職説明会などでお話をさせていただくことがあります。 

 

インターンシップとしては、専門学校生、大学生を受け入れています。 

 

Ｑ：１年に何校くらい受け入れをされていますか？ 

 

専門学校は調理専門学校を入れると５校です。大学は１大学です。 

 

Ｑ：受け入れ時期はいつでしょうか？ 

 

 学校の夏休み期間（９月）、冬休み期間（２月３月）になります。 

 

Ｑ：受け入れ期間はどのくらいでしょうか。 

 

一番短くて５日間、長いものは１１カ月です。私たちは、無償インターンシップと有償インターンシッ

プを行っていまして、有償インターンシップはお給料が支払われるタイプで期間も長くなっています。 
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Ｑ：無償インターンシップと有償インターンシップに関して詳しくお聞かせください。 

 

お給料が発生しないタイプの無償インターンシップは最短５日間、最長で 2 週間です。 

有償インターンシップは、時給正社員という雇用形態をとり、３カ月以上最長１１カ月間来ていただ

いています。 

 

Ｑ：無償インターンシップの内容を教えてください。 

 

期間によって異なりますが、例えばゲストサービスでは、社員についてお客様をお迎えしお荷物を

お持ちしてフロントにご案内したり、お部屋までのご案内をしたりします。もちろん当社の制服を着用

して行います。 

また、ハウスキーピングでは、ベッドメイキングの方法なども行うのですが、シーツを取ったりごみ

をまとめたりなど、ハウスキーパーがすぐにできる下準備をお願いしたりしています。 

 

Ｑ：例えば５日間だとすると日替わりで様々な部署を体験するという形ですか？ 

 

受け入れをするときに面談をさせていただき、なぜ当ホテルでインターンシップがしたいと思ったの

か、ホテルにはいろいろな仕事がありますが、その中でどの仕事を体験したいですかなどの希望をお

聞きした上で、希望に沿う内容にしていますので、日替わりで部署を体験していただくというスタイル

はとっていません。 
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Ｑ：有償インターンシップの内容を教えてください。 

 

有償の方は、３カ月宿泊部門、３カ月料飲部門など、なるべく多くの部門を経験していただいていま

す。私たちもインターンシップから将来的には当社で働いていただきたいと思っていますので、様々な

部門を通してホテルで働く魅力ややりがいを感じていただきたいと思っています。 

 

Ｑ：有償インターンシップを経験された学生さんからのエントリー率はどのくらいでしょうか。 

 

だいたい７割くらいです。 

 

Ｑ：無償インターンシップからのエントリー率も同じくらいでしょうか。 

 

無償の方は、半々くらいです。期間が短く中にはインターンシップをやることが目的になってしまう

こともあったり、他で内定をもらっている中で受入れをしたこともありました。 
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Ｑ：インターンシップを行う際、学校側からこういう事を学ばせてほしいなど、要望はありますか？ 

 

学校からの要望は特にありません。ただ、学生さんの学びたい気持ちにこたえるために、繁忙期に

学生さんを受け入れると学生さんにていねいに仕事を伝えきれないこともあるので、少し落ち着いた

時期に来ていただいてしっかり学んでいただけるように配慮をしています。 

 

Ｑ：学生さんにインターンシップのミスマッチのようなものはないでしょうか。 

 

専門学校の場合は、観光にかかわる学校ということで観光の勉強やこの業界で働くやりがいをよ

く理解していただいており、将来働きたいと考えている学生さんなので、ミスマッチはありません。 

 

大学の場合は、いろいろな職業を体験することが目的である方もいてホテルの後は行政等でイン

ターンシップをする学生さんもいらっしゃいますので、最終的にホテル業界に志望しない場合はミス

マッチといえばミスマッチになります。 

ホテルのバックオフィスでは営業部門やマーケティング部門もあり様々な職種があるのですが、イ

ンターンシップをされる学生さんは接客業の体験としてホテルに来られる方が多いです。そういう意

味ではホテル＝接客というイメージを固定してしまっているインターンシップになっているのが残念で

す。 
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Ｑ：どんな学生さんにこの業界に就職してもらいたいですか。 

 

就職先をどこにするか決める時に、給与や休みなどの待遇面を重要視する学生が増えているとい

う話を学校の先生からは聞いています。 

たしかにそれも大事ですが、「人が好き」とか、「人に何かをして差し上げることにやりがいと感じた

り」とか、「観光業を通して沖縄をよくしていきたい」など、待遇面だけではなくホスピタリティ業界で

やりがいを感じられる人が就職するのではないかと思います。また、そんな人が集まっているのがホ

テル業界だと思います。 

 

 

Ｑ：高校生の１日シャドウイングプログラムを考えているのですが受け入れは可能でしょうか。 

 

可能ですが、先生からすすめられてきたという子ではなく、ホテル業界の仕事について自分で調

べ、その中で当社でシャドウイングがしたいという高校生ならば受け入れたいと思います。 
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＜まとめ＞ 

 

受け入れ実績  

インターンシップ：専門 5 校、1 大学 

 職場見学：小中高なし 

 小中高に関しては、職業講話を行っている。 

 

受け入れ時期 

夏休み期間（９月）、冬休み期間（２・３月） 

 

受け入れ期間 

無償インターンシップは、５日間～２週間程度 

有償インターンシップは、３ヵ月以上１１ヵ月まで 

 

無償インターンシップの内容 

 事前に希望業務を聴き取り、希望に沿う業務を体験する 

 

有償インターンシップの内容 

 ３ヵ月毎にさまざまな部門（宿泊部門・料飲部門など）を経験してもらう 

 

専門学校や大学との受け入れに際する要望 

現場を体験する以外に特に要望なし 

 

インターンシップ終了後の学生評価フィードバック 

 なし 

 

インターンシップ終了後の学校からのフィードバック 

お礼はあるが、評価的なものはなし。 

 

高校生の職場見学への要望 

先生からすすめられてきた、という生徒ではなく、自分でホテル業界を調べ、その中で当社の見学がし

たいという高校生ならば受け入れ可能 
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5.2.4 JAL スカイエアポート沖縄株式会社 

 

那覇、石垣、宮古、久米島、与那国、多良間、南大東、北大東の沖縄県の 8 空港で、JAL グループの運航す

る全てのフライトの旅客サービス業務、ステーションオペレーション業務、ランプ・貨物サービス業務を担うととも

に、多くの外国航空会社のフライトハンドリング業務を受託している。従業員１１６１人（２０２４年４月１日時点）。 

 

 

 
 

2025 年 1 月 22 日（水）10：30～11：15 

沖縄県那覇市 那覇空港旅客ターミナル 

お伺いした方：城間様、大城様 

 

 

Ｑ：小中学校の職場見学の受入状況を教えてください。 

 

採用担当者として、小学生や中学生を対象とした職場見学はこれまでにご依頼や受入れを行ったことがご

ざいません。ただし、弊社では地域連携推進室の担当者にて、小学生への航空教室の実施や、中学生を対象

とした職場体験を実施しています。（過去には小学生を対象に、JAL キッズエアポート OKINAWA を実施し

ました。） 

※地域連携推進室の実施する内容の一部は、有償でご案内しております。 

 

Ｑ：高校生対象の職場見学やインターンシップはどうでしょうか。 

 

弊社では、高卒採用を行っており、高校生を対象に職場見学・説明会を実施しています。また、学校からの

ご要望がございましたら、お時間を調整し、ご希望の時間で見学を行っています。 

 

Ｑ：今年度は何校くらい受け入れをされていますか？ 

 

７、８校の高校生の職場見学・説明会を行いました。 

 

Ｑ：受け入れ人数はどのくらいでしょうか？ 

 

高校によって異なりますが、学科での参加として 20 名まとまっていらっしゃるところや、学校から１名受け入

れをさせていただくこともございます。 
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Ｑ：専門学校の職場見学やインターンシップはどうでしょうか。 

 

専門学校は、職場見学ではなくインターンシップ生の受入れを行っています。弊社では専門学校卒採用を行

っており、基本的には、10 月に早期入社をするため、夏休み期間にインターンシップ受入れのご要望をいただく

ことが多くございます。 

受入れする専門学校数は、県内の専門学校を中心として２～３校から受入れを行い、実働５日間でインターン

シップを実施しています。事前にどの部署（旅客かランプか）やどの空港での業務を体験したいかというご希望

をヒアリングしたうえで調整いたします。 

 

Ｑ：大学のインターンシップはどうでしょうか。 

 

大学は、夏休みや春休みの時期に受け入れることが多くございます。 

県内の大学からは２～３校、県外からは 1～2 校の受入れを行っています。 

また、インターンシップのほかには説明会や会社見学、先輩社員との座談会等を行っています。 
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Ｑ：大学や専門学校のインターンシップの内容について教えてください。 

 

社員が学生と１対１でつき、業務をみながら実習生自身でも可能な範囲内の業務を体験していただきます。 

 

旅客業務については、自動チェックイン機や自動手荷物預け機も導入され、新たにロビー業務として、機械の

操作等でお困りのお客さまのサポートをする業務を経験してもらったり、お荷物をいれるボックスを補充しても

らったりしています。また、ゲート業務ではお客さまの搭乗券をかざす補助業務などを体験させています。 

ただし、航空業務には制限エリアがあるため、一部業務体験の内容が限定されますが、体験可能な業務をメ

インに、社員に教わりながら業務体験をしていただきます。 

 

ランプサービス業務に関しても、危険が伴うものや制限があるものを除いて、社員が教えながら、業務体験を

していただきます。 

 

 

 

Ｑ：５日間ずっと同じ社員についてインターンシップを行うのでしょうか。 

 

１対１で社員が学生について教えるのですが、少しでも多くの仕事を体験していただきたいので、部署は毎日

変わるように調整しています。また、社員はシフトで動くので同じ社員がずっとついているわけではなく、日によ

って指導担当の社員が変わります。 

 

Ｑ：インターンシップ後の学生へのフォローはどうされていますか？ 

 

基本的に学生は学校から課されている実習日誌をまとめて振り返りを行います。また、弊社では最終日に成

果発表会を設け、学んだことを簡単にまとめて発表していただきます。 
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Ｑ：高校生対象の職場見学のフォローはどうされていますか？ 

 

職場見学のみの実施となっているため、その後のフォローに対しては課題だと認識しております。 

 

 

Ｑ：インターンシップの改善点があるでしょうか。 

 

参加される学生さんに対して 

 

インターンシップには自主性とコミュニケーション能力が求められます。積極的に自ら考え、わからないことが

あれば積極的に社員へ聞いたり、隙間時間には他にできる業務がないか相談するなど、自主性と積極性をもっ

て参加していただけたら嬉しく思います。 

 

学校に対して 

 

インターンシップ生の評価シートを記入し、学生を指導した社員が評価をする際に、会社としての評価やコメ

ントができているかというとまだ至らないところもあると感じております。 

また、イレギュラーや繁忙時には評価シートがその日のうちに記入できないこともあり、先輩社員もシフト制で

働いていることから、後日記入をすることが難しい場合がございます。今後は、もう少し評価シートが簡素化で

きればと思っております。 

 

また、インターンシップ生が体験する仕事も変わりますし、当日の指導担当社員が日替わりで変わるため、５

日間を通してインターンシップ全体の総合評価を誰がどのように行うべきか難しく感じる部分がございます。現

状としましては、その日ごとに、指導する社員が違うため、私ども人事を含め対象学生の総合評価を行っており

ます。 
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Ｑ：現状ではインターンシップの総評はどうされていますか。 

 

最終日に成果発表会を実施し、インターンシップ生が学んだことを聞き、その発表内容を含め、インターンシッ

プの窓口である人事・採用担当者にて評価をしております。 

 

Ｑ：高校生の職場見学のフォローも含めたプログラムは実現可能でしょうか。 

 

弊社でも高校生を対象に航空業界や弊社の魅力をお伝えする機会を増やしたいと考えており、私たちも高校

に足を運んで、多くの学生へお仕事の内容をお伝えできればと考えております。そのため、実施内容や時間、人

数にもよりますが、実現できる見込みはあると感じております。 

 

Ｑ：２時間程度の見学コースは可能でしょうか。 

 

例えばランプサービスには、ランプハンドリングや貨物ハンドリングがあり航空機の駐機を誘導したり、出発の

際にはプッシュバックを行ったり、その他にも荷物の仕分けや荷物の積み込みなどさまざまな仕事があります。 

また、イレギュラーや遅延の可能性もございますが、２時間あれば説明を含め１機の到着からお荷物の積み込

みまでの流れを見学していただけると思います。 

仕事内容はもちろんですが、現場の音や風、雰囲気などを体感していただくことができると思います。 
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＜まとめ＞ 

 

受け入れ実績  

インターンシップ：専門 2、3 校、大学は 2、3 大学。 

職場見学：高校生は、7、8 校で職場見学や説明会を行っている。 

小中に関しては、地域連携推進室の担当者にて仕事に触れる機会を提供している。 

 

受け入れ時期 

大学は夏休み期間や春休みの期間に受入れをすることが多く、専門学生は 10 月からの早期入社に伴う就

職活動が冬頃から開始するため、夏休みの期間に実施している。 

 

インターンシップの内容 

基本的に体験する部署は毎日変わるよう工夫している。旅客は体験が可能な範囲内で実際にお客さまのサ

ポートを行うことがある。ランプ業務は危険が伴うものや制限があるものを除き、先輩社員と一緒に体験をして

もらう。 

 

インターンシップ担当社員について 

部署が変わり、シフトで社員も働いているため、日によって担当社員が変わる。 

 

専門学校や大学との受け入れに際する要望 

現場を体験する以外に特に要望なし。 

 

インターンシップ終了後の学校からのフィードバック 

  後日、インターンシップ生からのレポートを共有していたくことがある。 

 

インターンシップの改善点 

貴重な体験の機会になるため、自主性を持って行動することが望ましい。 

日ごとに指導する社員が変わるため、学校から求められる総合評価が難しい。 

現在は成果発表会をみたインターンシップ窓口である人事・採用担当者が評価をしている。 

 

高校生の職場見学のフォローやフィードバック 

見学のみの対応となっているため、今後の課題と感じている。 

 

高校生の職場見学の可能性 

１～２名ずつではなく、ある一定のまとまった人数で職場見学を行いたい。 

内容的に２時間の見学コースは十分可能。 
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5.2.5 琉球通運株式会社 

 

国内物流（陸送、海上輸送、航空輸送）、国際物流（国際輸送、通関、米軍貨物）、引越移転、特殊輸送サービ

ス、物流アウトソーシングを行う。 

常温倉庫２棟，冷凍倉庫２棟、定温定湿倉庫１棟を備え、コンビニエンスストア、卸売業者、学校給食などの物

流を支える県内有数の総合物流企業。従業員 550 人。 

 

 
 

2025 年 1 月 24 日（金）10：00～10：30 

沖縄県那覇市 琉球通運本社 

お伺いした方：山入端様 

 

Ｑ：小中学校の職場見学の受入状況を教えてください。 

 

小学生、中学生ともに、従業員の子どもが通学する学校の要望に応じて、社会見学や職場見学の

一環として行っており広く募集をかけてやっていません。 

件数は年間に２，３件程度です。 

荷物の到着や倉庫での作業の様子を見学していただいています。 
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Ｑ：高校生の職場見学の受入状況を教えてください。 

 

高卒の新卒採用を行っていますので、合同説明会などで本人から要望があれば職場体験を行って

います。 

期間は、１～３日程度です。３日の場合は、半日を３日続けて行っています。 

内容としては、様々な仕事を体験するというより、特定の部署（物流関連業務、倉庫関連業務、車両

運行管理業務など）の社員について、できることを体験していただいている感じです。 

 

 
 

Q:職場体験に来られる高校生の印象はどうですか。 

これは沖縄県の特徴なのかもしれませんが、割と内向的な生徒さんが多く、人とのコミュニケーショ

ンをあまりとらず、黙々と仕事をこなす生徒さんが多いような気がします。 

もちろん最初はそのような生徒さんも、入社後はコミュニケーションを取れるようにはなってきます。 

 

Ｑ：専門学校はどうでしょうか。 

 

専門学校は、県内 3 校から受け入れをしています。 

内容は職場見学ではなく、実務を体験していただいています。期間は、9 時から 5 時まで 5 日間の

インターンシップです。1 人の社員についてもらって、希望する部署を経験していただいています。 

 

 
 

 

Q：専門学校のインターンシップに来た学生のイントリー状況はどうでしょうか。 

 

ほとんど就職されています。 

インターンシップに来られる時点で就職を前提にして来ていただいていますのでミスマッチもありま

せん。 
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Q：大学の方はどうでしょうか。 

 

内容は専門学校とほぼ同じです。 

ですが、大学生は多くの職業を体験されに来ている場合もあり、専門学校のようにインターンシップ

＝エントリーではありません。だいたい 2、3 割くらいでしょうか。 

 

Q：受け入れをされている時期はいつでしょうか。 

特に繁忙期などに関わらず、随時行っています。 

 

 
 

Q：受け入れ校との打合せはされていますか。 

  

1 日の業務の流れを説明させていただいて、インターンシップを行う業務の希望をお聞きしていま

す。 
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Q：受け入れ担当の社員の方の経験年数は 

 

  だいたい 3 年以上経験のある社員に担当していただいています。 

 

Q:インターンシップが終わった後、学生の評価はされていますか。 

 

  特に行っていません。 

 

Q:受け入れ担当の社員の方のインターンシップ後のモチベーションの変化などを感じられることはありますか。 

 

専門学校からのインターン生を受け入れる際、実際に業務をレクチャーする事により、自身の業務習熟度を確認

できるだけでなく、実際に新入社員の指導を行う前のシミュレーションを行う事が出来るようになった。 

 

Q:インターンシップ後、学校からの学生に関する情報共有などのフィードバックはありますか。 

専門学生からインターン後に日報と感想をいただいております。 

インターン生が職員の仕事に触れ何を見て何を感じ、物流業に対してどういった印象を持ったのか知ることは今

後のリクルート活動や職員のモチベーションアップに多いに役立つと考えております。 

 

Q:インターンシップの改善点 

  

我々の仕事現場は、結構体力を使うことがあり、安全性の問題等でどこまで体験していただくことがいいのか悩

むところがあります。 

特に高校の場合は職場見学や職場体験の目的は生徒さんの成長ですので、そこに結びつく仕組みが作ってい

ければと思います。 
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＜まとめ＞ 

 

職場見学  

小中に関して学校単位では行っていないが、要望があれば行っている。年に２，３回。 

 

高校生の職場体験 

合同説明会などで希望があれば行う。期間は１～３日程度。特定の部署の社員について仕事を体験し

てもらう。 

 

大学・専門学校のインターンシップ 

専門学校は、県内３校から受け入れている。期間は５日間。希望する部署を体験してもらっている。大

学も専門と同じ方法で行う。 

 

インターンシップ後のエントリーについて 

専門学校はほとんど当社にエントリーしてもらっているが、大学は２，３割程度のエントリーしかない。 

 

専門学校や大学との受け入れの時の打合せ 

１日の業務の流れを説明し、インターンシップを行う業務の希望を聞いている。 

 

インターンシップ終了後の学生評価 

特にやってない。 

 

インターンシップ終了後の学校からのフィードバック 

特にない。 

 

インターンシップの改善点 

学校からのフィードバックがあるとよりよい形で受け入れができると思う。 

現場は危険を伴うこともあるので、どこまで体験してもらったらよいか悩む。 

高校の職場見学の目的は生徒の成長だと思うので、それに結びつく仕組みが作れればよい。 
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5.2.6 インターナショナルリゾートカレッジ 
 

2025 年 1 月 24 日（金）16：30～17：00 

沖縄県那覇市 インターナショナルリゾートカレッジ 

お伺いした方：宮城様 

 

Ｑ：専門学校生のインターンシップ状況を教えてください。 

 

コースにもよりますが、基本的に 1 年次から職場見学、職場体験、インターンシップを取り入れて、

現場の様子、仕事の流れ、概要、職場の雰囲気を体験しています。 

また、最終学年の 10 月からは実際に企業に出勤し入社前研修を行います。 

 
 

 

Q：インターンシップのミスマッチはありますか。 

 

事前に学生の希望を聞き、職種に対する心構えも日頃から身につけているので、特にミスマッチの

ようなものはありません。 

できる限り学生の希望に沿う形で送り出していますが、ただ、全員が希望するインターンシップ先や

部署に行けるとは限らないので、その場合は納得して行っていただいています。 

 

 

Q：就職後にイメージと違うなどのミスマッチが起こりにくいと思いますが。 

 

学生が就職する前に職場を体験することができるのでミスマッチは少ないと思います。もし、インタ

ーンシップに行って自分のイメージと違った場合は、自身のキャリアを見直すきっかけにもなると思い

ます。 

 

ただ、実際に入社してみて初めて分かることもあるので、ミスマッチが全く起こらないわけではあり

ませんが、起こりにくくなっているのは確かだと思います。 
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Q：インターンシップの学生評価はどのようにされていますか。 

 

 基本的に学生が提出する実習簿をもとに評価をしています。 

 

Ｑ：インターンシップ後の企業へのフィードバック状況を教えてください。 

 

航空系のインターンシップの場合は、昨年から学生と企業担当者による報告会を実施しています。 
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令和 6 年度文部科学省委託 

「専修学校による地域産業中核人材養成事業による委託事業」 

 

沖縄・観光分野における 

有機的高専連携プログラム開発・実証事業 

 
令和 6 年度 事業報告書 

 

令和 7 年 2 月 

学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 

〒901-0155 沖縄県那覇市金城 5-8-60 
 

 


